
平成２７年１１月１日
甲州市は市制施行１０周年を迎えます。
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甲
州
市
誕
生
10
周
年

 

日
本
一
の
美
し
い
自
然
景
観

と
誇
り
う
る
果
樹
栽
培
の
理
想

を
求
め
て
、
甲
州
市
は
平
成
27

年
11
月
１
日
、
市
制
施
行
10
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
偏
に
市
民
の
皆
様
を

は
じ
め
、
ゆ
か
り
の
あ
る
皆
様

方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
特

質
を
尊
重
し
、
人
と
自
然
、
歴

史
文
化
が
相
互
に
織
り
な
す
風

土
と
な
り
、
魅
力
的
な
地
域
を

創
り
上
げ
て
き
た
結
晶
で
あ
り

ま
す
。

　
特
に
、
果
樹
や
ワ
イ
ン
を
中

心
と
す
る
産
業
は
、
先
人
ら
か

ら
継
承
さ
れ
た
伝
統
技
術
を
進

化
さ
せ
、
「
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｕ
（
甲

州
）
」
と
い
う
新
た
な
地
域
ブ

ラ
ン
ド
を
全
国
各
地
、
そ
し
て

世
界
へ
と
広
め
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
地
域
の
垣
根
を
超

え
た
交
流
に
よ
り
、
子
育
て

や
地
域
福
祉
の
新
し
い
文
化
が

芽
生
え
た
こ
と
も
、
本
市
の
成

長
、
発
展
へ
と
実
を
結
ん
だ
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。 

　
市
制
施
行
10
周
年
は
節
目
の

年
で
あ
り
、
す
べ
て
の
皆
様
の

英
知
と
偉
業
に
感
謝
の
意
を
表

す
と
と
も
に
、
新
た
な
チ
ャ
ン

ス
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
豊
か
な
自
然
、
芳
醇
な
果

実
、
悠
久
の
歴
史
文
化
、
そ
し

て
甲
州
市
に
住
む
人
々
・
・
・
、

す
べ
て
が
未
来
へ
の
飛
躍
と
輝

き
放
つ
甲
州
市
の
宝
で
す
。 

　
こ
れ
か
ら
の
10
年
、
20
年
先

も
市
民
の
皆
様
と
行
政
の
協
調

と
連
携
で
結
ば
れ
る
地
域
総
合

力
で
、
個
性
あ
る
豊
か
な
甲
州

市
の
発
展
に
向
け
挑
戦
し
て
い

き
ま
す
。

未
来
へ
の
飛
躍
と
輝
き

甲
州
市
長
　
田 

辺
　
篤
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市民憲章
私たちは、豊かな自然と歴史、文化に育まれた甲州
市民であることを自覚し、誇りと責任をもって明る
く豊かなまちをつくるため、ここに憲章を定めます。

一、自然と環境を大切にし、美しいまちをつくります。

一、歴史に学び、文化の薫り高いまちをつくります。

一、仕事に誇りをもち、活力あるまちをつくります。

一、心身をきたえ、健康で明るいまちをつくります。

一、共に助け合い、平和な住みよいまちをつくります。
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２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）

11
月
・
塩
山
市
・
勝
沼
町
・
大
和

　
　
　

村
が
合
併

　
　
　

甲
州
市
制
施
行
（
１
日
）

　
　

・
第
１
回
甲
州
市
長
／
市
議

　
　
　

会
議
員
選
挙

12
月
・
第
１
回
甲
州
市
議
会
臨
時

　
　
　

会

２
０
０
６
年
（
平
成
18
年
）

３
月
・
甲
州
市
・
山
梨
市
・
笛
吹

　
　
　

市
消
防
団
相
互
応
援
協
定

　
　
　

締
結

４
月
・
鈴
宮
寮
完
成

　
　

・
神
奈
川
県
大
和
市
「
友
好

　
　
　

都
市
協
定
締
結
」

６
月
・
塩
山
南
小
プ
ー
ル
完
成

８
月
・
こ
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
開
催

　
　
　

甲
州
市
子
ど
も
憲
章
制
定

　
　

・
甲
州
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン

　
　
　

策
定

10
月
・
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
ボ
ー
ヌ

　
　
　

市
／
姉
妹
都
市
協
定
締
結

　
　

・
千
葉
県
富
津
市
／
友
好
都

　
　
　

市
並
び
災
害
時
相
互
援
助

　
　
　

協
定
締
結

11
月
・
市
民
憲
章
、
市
の
木
、
市

　
　
　

の
花
、
市
の
鳥
、
イ
メ
ー

　
　
　

ジ
ソ
ン
グ
制
定

　
　

・
第
一
次
甲
州
市
行
政
改
革

　
　
　

大
綱
策
定

　
　

・
甲
州
市
地
域
活
動
支
援
セ

　
　
　

ン
タ
ー
Ｊ
Ｏ
Ｙ
開
所

12
月
・
景
徳
院 

武
田
勝
頼
の
墓

　
　
　

経
石
出
土

　
　

・
甲
州
市
空
き
家
情
報
バ
ン

　
　
　

ク
制
度
開
始

　
　

・
甲
州
市
の
ご
み
の
焼
却
処

　
　
　

理
に
係
る
協
定
書
締
結　

　
　
　
（
甲
府
市
）

２
０
０
７
年
（
平
成
19
年
）

２
月
・
甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処

　
　
　

理
施
設
事
務
組
合
設
立

３
月
・
大
和
小
学
校
屋
内
運
動
場

　
　
　

完
成

４
月
・
大
和
児
童
ク
ラ
ブ
開
所

　
　

・
つ
ど
い
の
広
場
あ
っ
ぷ
っ

　
　
　

ぷ
開
所

５
月
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ア
イ
オ

　
　
　

ワ
州
エ
イ
ム
ズ
市
／
友
好

　
　
　

都
市
協
定
締
結

８
月
・
大
日
影
ト
ン
ネ
ル
遊
歩
道

　
　
　

開
通

９
月
・
甲
州
市
「
親
の
あ
り
方
」

　
　
　

十
か
条
制
定

11
月
・
市
民
バ
ス
甲
州
市
縦
断
線

　
　
　

運
行
開
始

　
　

・
経
済
産
業
省 

近
代
化
産

　
　
　

業
遺
産
群
認
定

12
月
・
甲
州
市
原
産
地
呼
称
ワ
イ

　
　
　

ン
認
証
条
例
制
度
制
定

２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）

３
月
・
第
一
次
甲
州
市
総
合
計
画

　
　
　

策
定

　
　

・
ふ
れ
あ
い
の
森
総
合
公
園

　
　
　

フ
ル
ー
ツ
パ
ラ
ダ
イ
ス　

　
　
　

オ
ー
プ
ン

　
　

・
国
道
４
１
１
号
塩
山
バ
イ

　
　
　

パ
ス
開
通

４
月
・
勝
沼
Ｅ
Ｃ
ナ
ビ
の
森
／
森

　
　
　

林
整
備
協
定
締
結

こ
れ
ま
で
の
10
年
。

　
こ
れ
か
ら
の
10
年
。

甲 州 市 が 誕 生 し て か ら
１０年。これまでの歩み
を紹介するとともに、こ
れからの甲州市に期待す
ること、将来の夢などを
聞きました。

甲州市 10 年の歩み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The 10th anniversary

❶

❷
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・
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
（
甲
州

　
　
　

市
域
）
全
面
供
用
開
始

５
月
・
峡
東
地
域
広
域
水
道
企
業

　
　
　

団
／
杣
口
浄
水
場
水
道
用

　
　
　

水
供
給
開
始

　
　

・
宮
光
園
フ
ィ
ル
ム
修
復
作

　
　
　

業
終
了

　
　

・
こ
う
し
ゅ
う
市
民
懇
談
会

　
　
　

開
始
（
市
内
13
箇
所
）

８
月
・
国
民
体
育
大
会
／
関
東
ブ

　
　
　

ロ
ッ
ク
／
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

　
　
　

テ
ィ
ン
グ
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

　
　
　

ル
競
技
開
催

９
月
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ケ
ッ

　
　
　

ト
「
よ
っ
て
け
し
」
開
店

10
月
・
バ
ス
路
線
「
Ｊ
Ｒ
甲
斐
大

　
　
　

和
駅
～
上
日
川
峠
線
」
運

　
　
　

行
開
始

２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
）

３
月
・
塩
山
消
防
署
勝
沼
分
署
完

　
　
　

成

　
　

・
都
市
と
の
交
流
事
業
／
里

　
　
　

ま
ち
連
携
ス
タ
ー
ト

　
　

・
甲
州
市
都
市
計
画
マ
ス
タ

　
　
　

ー
プ
ラ
ン
策
定

４
月
・
第
一
期
ま
ち
の
ソ
ム
リ
エ

　
　
　

認
定
実
施

５
月
・
都
市
マ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
「
市
長
と
語
ろ
う
わ
た
し

　
　
　

た
ち
の
ま
ち
」
開
催

７
月
・
第
４
回
ま
ち
交
大
賞
創
意

　
　
　

工
夫
大
賞
受
賞

11
月
・
健
康
ウ
オ
ー
ク
Ｉ
Ｎ
甲
州 

　
　
　

開
催

２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）

１
月
・
イ
ギ
リ
ス
ロ
ン
ド
ン
甲
州

　
　
　

ワ
イ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　

活
動

３
月
・
塩
山
北
小
学
校
屋
内
運
動

　
　
　

場
完
成

　
　

・
あ
る
～
く
こ
う
し
ゅ
う
検

　
　
　

定 

実
施

　
　

・
甚
六
桜
公
園
さ
く
ら
橋
完

　
　
　

成

　
　

・
ぱ
き
ぱ
き
マ
ン
の
歌
（
甲

　
　
　

州
市
食
育
の
歌
）
発
表

４
月
・
甲
州
民
家
情
報
館
完
成

５
月
・
日
仏
自
治
体
交
流
会
議
参

　
　
　

加

６
月
・ 

塩
山
西
児
童
ク
ラ
ブ
開
所

　
　

・
新
仲
沢
ガ
ー
ド
一
部
供
用

　
　
　

開
始

７
月
・
初
代
甲
州
市
フ
ル
ー
ツ
娘

　
　
　

委
嘱

　
　

・
甲
州
市
役
所
新
本
庁
舎
開

　
　
　

庁
式

10
月
・
第
１
回
甲
州
フ
ル
ー
ツ
マ

　
　
　

ラ
ソ
ン
大
会

11
月
・
市
民
の
歌 

み
の
り
の
風
、

　
　
　

虹
の
丘
制
定
・
披
露

２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）

１
月
・
企
業
の
森
／
森
林
整
備
協

　
　
　

定
締
結

３
月
・
近
代
化
産
業
遺
産
「
宮
光

　
　
　

園
」
オ
ー
プ
ン

　
　

・
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登

　
　
　

録
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交

　
　
　

付
開
始

　
　

・
第
二
次
甲
州
市
行
政
改
革

　
　
　

大
網
策
定

内田公基さん・奈美さん　（菱山）
　　希杏ちゃん・弥良ちゃん・莉唯ちゃん
婚姻届を提出し１０年が経ちました。今では、３人
の子どもと毎日、楽しく暮らしています。美しく連
なるぶどう畑に恵まれたこのまちが、これからも子
どもたちの健やかな笑顔に溢れたまちになってほし
いと思います。

甲州市婚姻第１号

①甲州市役所開庁式、②大日
影トンネル遊歩道開通、③ア
メリカ合衆国アイオア州エイ
ムズ市 友好都市協定締結、④
フランス共和国ボーヌ市 姉妹
都市協定締結、⑤景徳院 武田
勝頼の墓 経石出土、⑥近代化
産業遺産「宮光園」オープン

甲州市 10 年の歩み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The 10th anniversary
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４
月
・
甲
州
市
発
達
障
害
児
支
援

　
　
　
に
係
る
人
材
育
成
事
業
開
始

６
月
・
甲
州
市
節
電
宣
言

７
月
・
甲
州
市
就
農
定
着
支
援
制

　
　
　

度
推
進
事
業
開
始

　
　

・
甲
州
市
地
域
お
こ
し
協
力

　
　
　

隊
事
業
開
始

　
　

・
富
士
の
国
や
ま
な
し
海
外

　
　
　

戦
略
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

　
　
　

業
参
加

９
月
・
甲
州
市
原
産
地
呼
称
ワ
イ

　
　
　

ン
認
証
制
度
／
第
１
回
認

　
　
　

証
書
交
付

　
　

・
東
京
都
中
野
区
／
災
害
時

　
　
　

に
お
け
る
相
互
応
援
に
関

　
　
　

す
る
協
定
締
結

10
月
・
甲
州
市
「
確
か
な
学
力
」

　
　
　

育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

11
月
・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
（
塩
山
地

　
　
　

域
）
実
証
運
行
開
始

12
月
・
Ｊ
Ｒ
塩
山
駅
北
口
エ
レ
ベ

　
　
　

ー
タ
ー
完
成

２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）

３
月
・
塩
山
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
リ

　
　
　

ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
／
小
中

　
　
　

学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　

開
催

　
　

・
市
民
バ
ス
／
勝
沼
地
域
ラ

　
　
　

ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
運
行
開
始

７
月
・
甘
草
屋
敷
子
ど
も
図
書
館

　
　
　

10
周
年
記
念
講
演
会
開
催

11
月
・
市
民
提
案
型
協
働
の
ま
ち

　
　
　

づ
く
り
支
援
制
度
に
よ
る

　
　
　

提
案
事
業
開
始

12
月
・
甲
州
市
景
観
計
画
策
定
、

　
　
　

景
観
条
例
制
定

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）

１
月
・
第
28
回
国
民
文
化
祭
・
や

　
　
　

ま
な
し
２
０
１
３
／
甲
州

　
　
　

市
か
ら
ス
タ
ー
ト
（
田
野

　
　
　

の
十
二
神
楽
、
藤
木
太
鼓

　
　
　

乗
り
）
／
「
民
俗
芸
能
の

　
　
　

祭
典
」（
一
之
瀬
高
橋
「
春

　
　
　

駒
」）

２
月
・
甘
草
連
携
協
定
締
結

４
月
・
甲
州
市
総
合
計
画
後
期
計

　
　
　

画
策
定

　
　

・
Ｊ
Ｒ
塩
山
駅
南
口
エ
レ
ベ

　
　
　

ー
タ
ー
完
成

６
月
・
ア
メ
リ
カ
・
エ
イ
ム
ズ
市

　
　
　

友
好
都
市
交
流
20
周
年
記

　
　
　

念
セ
レ
モ
ニ
ー

７
月
・
全
国
甘
草
栽
培
協
議
会 

　
　
　

第
１
回
国
産
甘
草
栽
培
検

　
　
　

討
会
開
催

８
月
・
甲
州
市
消
防
団
女
性
団
員

　
　
　

誕
生

10
月
・
市
道
下
塩
後
22
号
線
東
第

　
　
　

１
工
区
開
通

　
　

・
民
間
高
速
バ
ス
／
甲
州
ワ

　
　
　

イ
ン
ラ
イ
ナ
ー
運
行
開
始

11
月
・
甲
州
市
観
光
大
使 

委
嘱

　
　
　

辰
巳
琢
郎
さ
ん
／
大
川
栄

　
　
　

子
さ
ん
／
中
村
桂
さ
ん
／

　
　
　

土
屋
哲
夫
さ
ん
／
天
野
和

　
　
　

明
さ
ん
／
小
川
壮
太
さ
ん

　
　

・
民
間
バ
ス
「
塩
山
─
富
士

　
　
　

山
駅
線
」
運
行
開
始

12
月
・
北
海
道
こ
ろ
柿
ト
ッ
プ
セ

　
　
　

ー
ル
ス
初
開
催

小野 渚さん・肇くん・航くん（上萩原）
豊かな自然の中で、のびのびと子育てできること
が嬉しい。子ども達が、元気いっぱい笑顔いっぱ
いに楽しめるまちになると素敵ですね♪

徳良昭人さん・涼子さん・翔斗くん
結斗くん・海翔くん（上萩原）
このまちに子どもが増えて、笑顔溢れる甲州市、農
業でも若い担い手が増えてほしいです！

①市制施行５周年記念式典（市
民の歌 初披露）、②第２８回国
民文化祭・やまなし２０１３

「民俗芸能の祭典」（一之瀬高橋
「春駒」）、③甘草連携協定締結、
④第１回全国ブドウサミット開
催、⑤産前・産後ママのほっと
スペース開所、⑥甲州市塩山
下小田原上条 重要伝統的建造
物群保存地区に選定

甲州市 10 年の歩み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The 10th anniversary

❶

❷
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・
甲
州
市
民
文
化
会
館
リ
ニ

　
　
　

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）

２
月
・
災
害
時
に
お
け
る
被
害
家

　
　
　

屋
状
況
調
査
に
関
す
る
協

　
　
　

定
締
結

　
　

・
市
内
全
域
に
１
メ
ー
ト
ル

　
　
　

超
の
記
録
的
積
雪

４
月
・
子
ど
も
医
療
費
助
成
対
象

　
　
　

を
中
学
３
年
生
ま
で
拡
大

　
　

・
甲
州
市
農
機
具
等
登
録
制

　
　
　

度
（
農
機
具
バ
ン
ク
）
開

　
　
　

始

　
　

・
甲
州
市
親
元
就
農
支
援
事

　
　
　

業
実
施

　
　

・
災
害
時
に
お
け
る
医
療
救

　
　
　

護
に
つ
い
て
の
協
定
締
結

　
　

・
全
国
ブ
ド
ウ
産
地
協
議
会

　
　
　

設
立
総
会
／
第
１
回
全
国

　
　
　

ブ
ド
ウ
サ
ミ
ッ
ト
開
催

７
月
・
甲
州
市
学
校
給
食
セ
ン
タ

　
　
　

ー
完
成

　
　

・
甲
州
市
地
域
見
守
り
活
動

　
　
　

に
関
す
る
協
定
締
結

８
月
・
電
気
自
動
車
用
急
速
充
電

　
　
　

器
設
置

　
　

・
Ｊ
Ｒ
中
央
線
歩
道
地
下
道

　
　
　

壁
画
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　

・
台
湾
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
初

　
　
　

実
施

９
月
・
近
代
産
業
遺
産
宮
光
園
白

　
　
　

蔵
修
復

　
　

・
農
村
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ

　
　
　

デ
ー
実
施

10
月
・
産
前
・
産
後
マ
マ
の
ほ
っ

　
　
　

と
ス
ペ
ー
ス
開
所

　
　

・
甲
州
ワ
イ
ン
で
乾
杯
条
例

　
　
　

制
定
／
10
月
10
日
は
「
甲

　
　
　

州
ワ
イ
ン
の
日
」

　
　

・
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
「
恋
人

　
　
　

の
聖
地
」
認
定

２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）

４
月
・
甲
州
市
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン

　
　
　

ク
開
始

５
月
・
甲
州
市
生
活
支
援
セ
ン
タ

　
　
　

ー
「
ぶ
り
っ
じ
」
開
所

６
月
・
災
害
時
に
お
け
る
応
急
医

　
　
　

薬
品
等
の
優
先
供
給
及
び

　
　
　

医
療
救
護
活
動
に
関
す
る

　
　
　

協
定
締
結

　
　

・
甲
州
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

　
　
　

券
販
売
／
甲
州
市
子
育
て

　
　
　

支
援
商
品
券
配
布

７
月
・
甲
州
市
塩
山
下
小
田
原
上

　
　
　

条 

重
要
伝
統
的
建
造
物

　
　
　

群
保
存
地
区
に
選
定

　
　

・
首
都
圏
甲
州
市
県
人
会
設

　
　
　

立

　
　

・
わ
だ
つ
み
平
和
文
庫
所
蔵

　
　
　

物
（
約
３
万
３
千
点
）
が

　
　
　

甲
州
市
へ
寄
贈

８
月
・
国
内
初
、「
甲
州
ワ
イ
ン
」

　
　
　

ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言

10
月
・
甲
州
ワ
イ
ン
飲
め
ま
す
キ

　
　
　

ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

　
　

・
東
京
都
文
京
区 

相
互
協

　
　
　

力
に
関
す
る
協
定
締
結

　
　

・
甲
州
中
央
防
災
広
場
・
塩え

ん

　
　
　

む
す
び
完
成

11
月
・
市
制
施
行
10
周
年

鷹野 真志さん（小佐手）
四季折々、様々なフルーツが魅
力の甲州市。これからの農業を
若い力で盛り上げたいです！

河野　恵さん（初鹿野）
このまちが大好きです。みんな
が明るく楽しく過ごせる甲州市
になるといいと思います！

甲州市 10 年の歩み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The 10th anniversary

圓山　緑さん（上萩原）
このまちに暮らすみんなが、明
るい未来が持てる甲州市になる
といいなぁと心から思います！

❸

❹❺❻
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アメリカ・エイムズ市
アメリカ合衆国アイオワ州中央部に位置するエイム
ズ市は、アイオワ州を代表する州立大学の学園都
市です。まちの歴史は１８６４年に設置されたシー
ダーラピッズ・アンド・ミズーリ鉄道の鉄道駅に始
まったといわれ、多くの人々が移り住み、地域文化
の発展と共に、大自然に包まれたまちです。

Bridge of the friendship
友情の架け橋
甲州市国際交流

甲州市では、国際交流事業として一般市民訪問
団が９月１７日からエイムズ市（アメリカ合衆）
へ、中学生訪問団が９月１８日からボーヌ市（フ
ランス）へと訪問しました。今月の広報では、
それぞれの国の歴史や文化に触れた滞在日記を
紹介します。

エイムズ市
訪問団

2015.9.17-24

ボーヌ市
訪問団

2015.9.18-25

エイムズ市役所
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エ
イ
ム
ズ
市
＝
友
情
の
心
＝

発
展
と
交
流
を
誓
い
合
う

　

９
月
17
日
か
ら
24
日
、
10
名
の

甲
州
市
民
訪
問
団
が
友
好
都
市
の

エ
イ
ム
ズ
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

訪
問
団
は
、
エ
イ
ム
ズ
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
歓
迎
を
受

け
、
市
内
の
小
学
校
や
ア
イ
オ
ワ

州
立
大
学
、
警
察
署
、
図
書
館
、

公
園
、
福
祉
施
設
な
ど
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

市
役
所
訪
問
で
は
、
ア
ン
市
長

と
対
面
し
、
エ
イ
ム
ズ
市
に
つ
い

て
の
話
を
き
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
議
会
の
議
場
の
入
口

に
は
、
こ
れ
ま
で
贈
呈
し
た
数
々

の
記
念
品
が
大
切
に
保
管
さ
れ
、

エ
イ
ム
ズ
市
と
甲
州
市
の
交
流
の

歩
み
と
と
も
に
、
姉
妹
都
市
と
し

て
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。

　

訪
問
団
は
滞
在
中
、
エ
イ
ム
ズ

市
内
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
、
日
本
と
は
異
な
る
文
化
や
生

活
習
慣
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ

で
は
、
訪
問
団
が
甲
州
よ
っ
ち
ゃ

ば
れ
踊
り
を
披
露
す
る
と
、
エ
イ

ム
ズ
市
の
皆
さ
ん
が
次
々
に
加
わ

り
大
き
な
輪
と
な
り
、
会
場
は
一

体
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

５
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し

た
が
、
エ
イ
ム
ズ
市
の
歴
史
文
化

に
触
れ
、
人
の
心
に
触
れ
る
こ
と

の
で
き
た
時
間
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
訪
問
団
員
の
中

に
は
、
６
月
に
受
け
入
れ
た
エ
イ

ム
ズ
市
民
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
す
る
な
ど
、
相
互
の
交
流
か
ら

芽
生
え
る
「
友
情
の
心
」
を
改
め

て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

エ
イ
ム
ズ
市
と
友
好
協
定
が
結

ば
れ
て
か
ら
22
年
、
着
実
に
交
流

の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
心
の
繋
が
り
が
、
こ
れ
か

ら
の
10
年
、
20
年
と
続
き
、
子
ど

も
か
ら
そ
の
孫
ま
で
ず
っ
と
続
い

て
い
く
よ
う
、
こ
の
訪
問
を
通
じ

て
互
い
に
両
市
の
更
な
る
発
展
と

交
流
を
誓
い
ま
し
た
。

ボ
ー
ヌ
市
＝
交
流
の
輪
＝

ワ
イ
ン
の
歴
史
文
化
を
育
む

　

９
月
18
日
か
ら
25
日
、
市
内
中

学
生
20
名
が
友
好
親
善
訪
問
団

と
し
て
姉
妹
都
市
の
フ
ラ
ン
ス
・

ボ
ー
ヌ
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ボ
ー
ヌ
市
は
、
甲
州
市
と
同
様

に
ぶ
ど
う
栽
培
と
ワ
イ
ン
醸
造
を

中
心
と
し
た
産
業
の
歴
史
が
あ
り

ま
す
。

　

訪
問
団
は
滞
在
中
、
日
本
の
棚

栽
培
と
は
異
な
る
広
大
な
垣
根
栽

培
の
ぶ
ど
う
畑
や
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
、

ワ
イ
ン
博
物
館
、
市
役
所
な
ど
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
生
徒
が
興
味
を
持
っ
た

の
が
、
日
本
の
ワ
イ
ン
造
り
の
先

駆
者
で
あ
る
土
屋
龍
憲
氏
と
高
野

正
誠
氏
が
１
３
８
年
前
に
フ
ラ
ン

ス
に
渡
っ
た
際
に
醸
造
技
術
を
学

ん
だ
ト
ロ
ワ
市
で
、
現
在
も
存
在

す
る
シ
ャ
ル
ル
・
バ
ル
テ
氏
の
邸

宅
を
訪
問
し
た
時
の
こ
と
で
し

た
。

　

子
孫
の
方
か
ら
受
け
継
が
れ
た

古
い
資
料
を
見
せ
て
も
ら
い
、
ワ

イ
ン
醸
造
の
歴
史
の
深
さ
と
、
日

本
ワ
イ
ン
の
ル
ー
ツ
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
悠
久
の
時
を
経
て
も
な

お
、
引
き
継
が
れ
る
人
と
人
と
の

結
び
つ
き
の
強
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

　

ま
た
訪
問
団
は
、
市
内
中
学
校

の
生
徒
の
家
庭
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
行
い
、
ボ
ー
ヌ
市
の
日
常
生
活

を
存
分
に
体
験
し
ま
し
た
。

　

滞
在
当
初
は
、
日
本
と
は
異
な

る
生
活
文
化
に
不
安
で
し
た
が
、

言
葉
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら

も
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
や
さ

し
さ
に
触
れ
、
友
情
の
絆
が
芽
生

え
る
な
ど
貴
重
な
日
々
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

今
回
訪
問
団
に
参
加
し
た
中
学

生
は
、
ボ
ー
ヌ
市
や
ト
ロ
ワ
市
の

皆
さ
ん
か
ら
の
心
温
ま
る
歓
迎
に

包
ま
れ
、
そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、
両
市
を
つ
な
ぐ
架
け

橋
と
し
て
更
に
交
流
の
輪
が
広
が

る
活
動
を
し
て
き
た
い
と
目
を
輝

か
し
て
い
ま
し
た
。

フランス・ボーヌ市
コートドール ( 黄金の丘 ) と称されるブルゴーニュ
ワインの中心地です。１１月にはブルゴーニュ最大
のお祭り「栄光の３日間」がボーヌを中心に開催さ
れます。ディジョンに都を移す前にブルゴーニュ公
の居所があったボーヌには、模様屋根が美しい施療
院など歴史を感じさせる建物が多いまちです。

エイムズ市
甲州市

ボーヌ市

施療院
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自分では気づきにくい体や心の
機能低下を早く発見し、介護予
防に取り組むことが大切です。
まずは「おたっしゃ度チェック
リスト票」で自分の状態を確認
してみましょう。

■対象者
１１月１日現在で６５歳以上の要支援・要介護認定を受けていない方。
今年度は塩山地区（上西、下西、下中、上東、町屋、中央、下於曽東、
下於曽西、上塩後、下塩後、千野、下東、赤尾、下萩原）にお住まいの
方を対象に実施します。

■実施方法
　１１月中旬に「おたっしゃ度チェック票」を郵送します。
　すべての項目にご回答いただき、同封の返信用封筒にてご返送ください。
■結果について
　はがきや結果説明会などで結果をお知らせします。
　　結果の内容やその他、毎日の生活などで気になることがありましたら、
地域包括支援センターまでお気軽にご相談ください。

◆お問い合わせ先　甲州市役所　地域包括支援センター（介護支援課内）　☎３２ ‐ ５６００

このように、「おたっしゃ度チェック票」からご自身の状況を知り、日常
生活で注意することがわかり、日々の生活の張り合いにもつながります。

　現在の心や体の状態、日常生活の動作、家庭や社会での役割など、自立した生活を送るための機
能全般を知ることができます。
　たとえば、運動機能の状態を知る項目はこんなことをお聞きします。
　　　□ 階段を手すりや壁をつたわずに上っていますか。
　　　□ いすに座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか。
　　　□ １５分くらい続けて歩いていますか。
　　　□ この１年間に転んだことはありますか。
　　　□ 転倒に対する不安は大きいですか。
※この５つの質問の内、３つ以上該当する場合は、運動機能が低下している可能性があります。該

当する方には、介護予防のアドバイスをしたり、筋力を維持するための教室などのご案内をさせ
ていただきます。その他、認知機能に関する質問、食べ物を噛んだり飲み込んだりするお口の機
能に関する質問などがあります。

地域包括支援センターからのお知らせです

最近、こんなことはありませんか？
外に出るのも億劫で、
ほとんど家にいる

手すりにつかまらないと、
階段に昇るのが大変に
なったなぁ・・お茶を飲むと

むせることが
多くなった周りの人から何度

も同じことを聞くと
言われる

そりゃ、困るじゃんけ！
どうしたら良いで？
わしの状態はどうで？

これは要介護状態のはじまりのサインかもしれません

「おたっしゃ度チェック票」とは？
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＊つどいの広場（お母さん同士が育児学級
から継続して交流できる場）の開催

＊２階　ほっとスペースの貸し出し
　・子育てグループが対象
　・月～木曜日、要予約
　・概ね１歳児までの保護者

＊母子保健コーディネーター（保健師また
は助産師）が常駐し、子育てに関する情
報提供や相談を行います。

＊相談日　月曜日～金曜日（祝日は休み）
　　　　　午前９時～午後４時

すこやか子育て相談

＊災害時に、出産直前・直後の妊産婦、
新生児の避難場所になります。

塩山保健福祉センターの機能が充実♪
～すこやか親子相談拠点事業～

＊母子健康手帳の交付
　・指定日：月２回
　・指定日以外も事前に連絡いただければ
　　随時発行することができます。

＊マタニティクラスの開催
　（１クール４課／年４クール実施）

＊乳幼児健診（３ヶ月、７ヶ月、１歳６ヶ月、
　２歳親子歯科、３歳、５歳児健診）の実施

＊育児学級（すくすく学級、小児救急法講習会）の開催

※日程等の詳細は「すくすくカレンダー」に掲載

【産前・産後ママのほっとスペース（２階）】
＊開所日時：毎週金曜日（祝日は休み）
　　　　　　午前９時～午後４時
＊対象者：甲州市在住の妊婦と、産後５ヶ月末

までの母と子
＊予約不要、利用料自己負担なし
＊赤ちゃんと一緒にゆっくり休める場所です。
＊助産師、保健師、保育士が常駐しています。
＊希望者には母乳ケア・育児相談も行います。

◆お問い合わせ先　健康増進課　健康づくり担当　☎３３ ‐ ７８１２

妊娠届出を出発とし、妊娠～子育て期を通して
必要な情報を提供したり、切れ目ない支援を行
うために、全妊産婦・乳児の‘子育て支援プラ
ン’等を地区担当保健師や母子保健コーディ
ネーター（保健師・助産師）が作成します。

母子被災弱者の避難所

妊婦相談・乳幼児健診・
　　　　育児学級等の開催

子育て支援プラン等の作成

産前・産後ケア

母親同士が交流し
　　集える場の提供 新

新

新

新

本年度
新たに取り組む
事業です
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ZOOM UP

甲州市
女性消防団
県内初快挙

全国女性
消防操法大会

一之瀬高橋
春駒

県内初快挙
地域伝統芸能

奨励賞

一之瀬高橋春駒保存会（楠信義会長）は１０月１１日、
秋田県で開かれた地域伝統芸能全国大会で、一般財団
法人地域伝統芸能活用センターから「地域伝統芸能奨
励賞」が贈られました。
この賞は、地域伝統芸能を活用して地域振興や観光促
進に貢献した個人・団体を顕彰しているもので、一之
瀬高橋春駒保存会は、一度活動を停止した春駒を再興

し上演を継続した「伝統芸能の保存継承と豊かな地域
社会づくり」の功績が讃えられました。

「この功績は、先人からの郷土愛を継承したもの。今
後も多くの方に伝えていきたい。」と楠会長が話すよ
うに同保存会は、秋田県の受賞会場で伝統文化の保存
と継承の想いを込めて、一之瀬高橋の春駒を披露しま
した。

甲州市女性消防隊（甲州
市消防団）は１０月１５
日、神奈川県横浜市で開
かれた全国女性消防操法
大会で優良表彰に輝きま
した。山梨県代表として
出場した同消防隊は、迅
速、確実かつ安全な消防
操法技術の披露し、県内
では過去最高の順位を見
事に勝ち取りました。
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１１月〜１２月中旬・・・ある〜くイベント情報

２０１５健康ウオークＩＮ甲州
11月15日（日）
スタート 午前 9 時
場　所　勝沼中央公園
受　付　午前 7 時 30 分
開会式　午前 8 時 30 分

市制施行10周年記念

■コース　
①国宝大善寺と大日影トンネルコース　約８km
②恋人の聖地勝沼ぶどうの丘コース　　約６km
③花と寺町コース　　　　　　　　　　約５. ２km
■参加料　　２００円（保険代）小学生未満は無料
■参加賞　　ミネラルウオーター他
■サービスコーナー
　豚汁、甲州ぶどう、抽選会他、軽スポーツ体験
■定　員　　２，０００人（先着順）

■申込締切　１１月８日（日）はがき必着
■申込方法
　電話、ＦＡＸ、はがき、メールのいずれかに氏名、
　住所、電話、参加人数、希望コース、交通手段を記
　載してお申し込みください。
◆申し込み・お問い合わせ先
　生涯学習課　スポーツ振興担当
　甲州市塩山上塩後２４０番地
　☎３２ ‐ ５０９８　ＦＡＸ３２ ‐ ３３９１
　s-gakushu@city.koshu.lg.jp

栖雲寺宝物風入れ展と竜門峡の紅葉狩
日　　時　１１月６日 (金 )午前９時～
コ ー ス　大和町栖雲寺～竜門峡
集合場所　甲州市役所 大和支所
主　　催　文化財課
申し込み・お問い合わせ先
　☎３２ ‐ ５０７６

ころ柿作り体験と塩山温泉を歩くフットパス
日　　時　１１月７日 (土 )午前９時～
コ ー ス　塩山松里地内
集合場所　甲州市民文化会館
定　　員　３０名（前日まで申込可能）
参 加 料　１，２００円
主　　催　甲州市観光ボランティアガイドの会
申し込み・お問い合わせ先
　☎０９０ ‐ ８８９１ ‐ ３９１５

ほうとう祭り武田の史跡フットパス
日　　時　１１月８日 (日 )　午後１時３０分
コ ー ス　大和町地内（会場～駅）
定　　員　２０名
申込期間　当日まで（定員になり次第締切）
主　　催　観光交流課
申し込み・お問い合わせ先
　☎３２ ‐ ５０００

えんざんまちなかウォーキング
日　　時　１１月１４日（土）
コ ー ス　塩山街中商店街
主　　催　えんざんまちなかウォーキング
申し込み・お問い合わせ先
　☎０９０ ‐ ３２２５ ‐ ３０４０

塩山の歴史的風致散策
日　　時　１１月２０日（金）午前９時～
コ ー ス　塩山松里地内
集合場所　甲州市役所 本庁舎駐車場
主　　催　文化財課
申し込み・お問い合わせ先
　☎３２ ‐ ５０７６

玉宮竹森コースフットパス　〜玉諸神社などの
神社を巡り、野草茶カフェで一休み〜
日　　時　１１月２１日（土）午前９時～
コ ー ス　塩山竹森地内
集合場所　申込時にお問合せください
定　　員　２０名
参 加 料　１，０００円
主　　催　玉宮フットパスの会
申し込み・お問い合わせ先
　☎０９０ ‐ ５４９７ ‐ ６８９０

勝沼フットパス・ウェルカムツアー
日　　時　１１月２２日 (日 )
コ ー ス　縄文ロマンを訪ねる藤井コース
定　　員　８０名
参 加 料　１，０００円（昼食含む）
主　　催　勝沼フットパスの会
申し込み・お問い合わせ先
　☎３９ ‐ ８９１５

（勝沼フットパスＨＰからも申込み可能）

第４回上条集落見学会（登山）
日　　時　１１月２９日（日）午前９時～
コ ー ス　上条集落内の山登り
集合場所　福蔵院駐車場（下小田原）
主　　催　文化財課
申し込み・お問い合わせ先
　☎３２ ‐ ５０７６

かつぬま朝市まち案内処開設
フットパス・ガイドツアー
日　　時　１２月６日 (日 )
コ ー ス　勝沼町勝沼地内
定　　員　なし（当日参加可能）
参 加 料　３００円
主　　催　勝沼フットパスの会
申し込み・お問い合わせ先
　☎３９ ‐ ８９１５

（勝沼フットパスＨＰからも申込み可能）

基礎から学ぶウォーキング教室
日　　時　１２月１３日（日）小雨決行　午後１時１５分～午後３時３０分
場　　所　塩山保健福祉センター（集合）
内　　容　塩山コース（２ｋ・４ｋから選択）
　　　　　正しい歩き方、靴の履き方、疲れを残さないストレッチ
定　　員　５０名　甲州市民を対象
　　　　　（足腰に痛みのない方。治療中の方は主治医に相談して参加してください。）
持 ち 物　歩きやすい服装、靴、リュック、カッパ、飲み物、タオルなど
申し込み・お問い合わせ先　健康増進課　☎３２ ‐ ５０１４

参加者には
豚汁を
サービス♪
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お腹まわりが気になってきたあなたへお腹
のＣＴ検査で内臓脂肪を見てみませんか？
■定　員　先着２０名（事前申込が必要です）
■対　象　６４歳までの甲州市民の方
■ＣＴ検査実施日
　　　　　１２月１６日（水）　午後１時３０分～
■場　所　甲州市民文化会館　１階　音楽室
■自己負担金
　ＣＴ検査料　甲州市国保加入者は　１，０００円
　　　　　　　国保以外の方は　　　３，２４０円
■締切日　１２月９日（水）
　ＣＴ検査の結果
で、メタボ改善を
ご希望の方にはメ
タボ改善プログラ
ム「お腹まわりスッ
キリ教室」をご利
用いただけます。

　糖尿病のもたらす健康への影響は世界的にも脅威とされ、世界規模で予防を呼び掛けるため、国連で１１月
１４日を「世界糖尿病デー」と定めています。
　本市国保加入者も例外ではなく、糖尿病患者数は２，４２３人で、国保加入者の２３％を占めていることが分
かっています。糖尿病の重症化は、腎不全につながり、人工透析療法になった方の約７割は糖尿病が原因である
ことも分かっています。この機会に『糖尿病』という病気に関心を持ってみましょう。

血糖の状態を現す検査項目「ＨｂＡ１ｃ」を知っていますか？
　血液検査の結果に「ＨｂＡ１ｃ」という項目があります。これはヘモグロビンエーワンシーという言葉の略で
検査結果から自分自身の血糖状態を知る上でとても大
事な数値の一つです。
　Ｈ２６年度特定健診受診者（３７３３人）のうち、
糖尿病の疑いが否定できない値ＨｂＡ１ｃ６．０％以
上の方は２５．５％、４人に１人でした。
　糖尿病は重症化しないと自覚症状が現れません。早
期発見には血液検査を行うことが大切です。

特定健診の受診結果をもとに、保健事業のご利用をお勧めしています。
　特定健診の結果、かくれ糖尿病の疑いがある値の方には「ヘルスアップ教室」、また生活習慣病の発症原因で
ある内臓脂肪型肥満がある方には「お腹まわりスッキリ教室」をご紹介し、健康づくりを支援しています。

11 月 14 日は「世界糖尿病デー」
あなたは、自分の血糖値を知っていますか？

国保いきいきライフ通信

平成 27 年８月の医療費
医療費全体	 ２億６，０６９万円	（前年同月比 ＋４５３万円）
１人当たり医療費	 ２４，９３０円	（前月同月比 ＋１，２８５円）

［国保連　診療報酬請求額基準］

『糖尿病の診断基準』
①早朝空腹時血糖値 126mg ／ dl 以上
② 75g 糖負荷試験で血糖２時間値 200mg/dl 以上
③食後血糖値 200mg/dl 以上
④ HbA1c が 6.5％以上
①～③のいずれかと④が確認された場合

お腹の脂肪が
見えます！

◆申し込み・お問い合わせ先
　国保年金課　保健事業担当
　☎３２ ‐ ２１１１（内１１５）

かくれ糖尿病をみつけよう！
（ヘルスアップ教室）
　今年度受けた健康診断の結果、かくれ糖尿病が気
になる方を対象に、上記『糖尿病の診断基準』②に
ある７５g 糖負荷試験を実施しています。ご希望の
ある方は、国保年金課までお問い合わせください。
※費用はかかりません。
■対象者（次の A ～ C のすべてに当てはまる方）
　Ａ　甲州市民であり、４０～６４歳の方
　Ｂ　血圧・脂質・血糖の治療をしていない方
　Ｃ　空腹時血糖が１００～１２５mg/dl かつ
　　　HbAlc が５．６～６．４％の範囲にある方
■検査日　１２月６日（日）、１２月１９日（土）、
　　　　　平成２８年１月２４日（日）
■締切日　１１月２０日（金）
※検査の結果、かくれ糖尿病が見つかった方は、

改善プログラム「ヘルスアップ教室」をご利用
いただけます。
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州
市
地
域
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援
セ
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タ
ー

　
☎
32
‐
５
６
０
０

高齢者の助っ人 地域づくりはみんなの手でー高齢者の見守り支え合いー
地域包括支援センターです‼

〜こんにちは、赤ちゃん♪〜
妊産婦、新生児訪問
　市では、お母さんと赤ちゃんをサポートす
るため、地区担当の委託助産師が全妊婦さん
に２回、出産後のお母さんと赤ちゃんに２回
の計４回、さらに、産後２ヶ月頃には地区担
当保健師が家庭訪問をしています。リラック
スした雰囲気の中でお母さんと赤ちゃんの様
子を伺いながら、母乳に関することや育児相
談を行っています。助産師や保健師と話をす

ることで赤ちゃんの何気ない成長も実感でき
る機会になっています。
　妊娠中やお産後はホルモンの影響もあり、
心も体もデリケートになりやすい時期です。
いつもならば何でもないことがとても心配に
なったり、ちょっとしたことが妙に気になっ
たり…。そんな時はひとりで抱え込まず、ま
ずはご相談ください。
◆お問い合わせ先
　健康増進課　健康づくり担当
　☎３３ ‐ ７８１２
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熊 野神社例大祭
　１０月１１日、「やっこらさん」の通称で地域の皆
さんに親しまれている熊野神社例大祭が行われまし
た。戦国時代に水防祈願として始まったとされる御幸
行列。江戸時代中期からは子宝安産祈願として伝承さ
れています。やっこらが身に着けている約３０００個
の『ほうこうじ』を手に入れると子宝に恵まれる縁起
物といわれており、やっこらが掛け声をかけながら意
気衝天の勢いで境内を練り歩くと、多くの見物客が御
利益を授かろうと手を伸ばしていました。

上 第４８回
塩後区民大運動会

　スポーツの秋、市内各地でスポーツの催しが開かれ
ました。１０月１１日、第４８回上塩後区民大運動会
が上塩後鈴宮児童遊園地で行われました。
　澄みわたる空のもと、多くの皆さんが一堂に集い、

「いけー！」「ファイト！」と大きな声援のなか、綱引
きや二人三脚、ゲートボール、太公望、マラソン、玉
入れなど多彩な種目に子どもからお年寄りまで一緒に
さわやかな汗をかき、笑顔溢れ、世代を超えた交流、
地域の交流を深めていました。

まちのわだい

か 第６２回甲州市
つぬまぶどうまつり

　１０月３日、甲州市かつぬまぶどうまつりが勝沼
中央公園広場などで開催され、１０万人を超える来
場者が訪れました。フルーツ娘が手渡す「甲州ぶど
う」サービスや「ワイン」サービスに長い列ができ、
来場者はぶどうとワインを味わいました。子ども神
輿やステージアトラクションなどに会場は沸き、祭
りのクライマックスに、収穫に感謝する想いと盆の
送り火の意を込めた「鳥居焼き」が星瞬く夜空に彩
りを添え、秋の甲州市を賑わす一日となりました。
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乾 第１回甲州ワインで
杯ワールドカップ

　１０月１０日、第１回甲州ワインで乾杯ワールド
カップがおよっちょいぷらざ七里で開催されました。
市では１０月１０日を「甲州ワインの日」と定めてお
り、夫婦太神楽のかがみもちさんが「甲州ワインで乾
杯」を普及するため企画し、県内外から８組１１名の
皆さんが出場しました。
　ワインで乾杯するときの御発声のコンテストで、衣
装の面白さやパフォーマンスを競い合うとともに来場
者の皆さんと甲州ワインで乾杯しました。

ふ 第２回甲州市
るさと劇団公演♪

　９月２７日、「甲州市ふるさと劇団」の公演が甲州
市民文化会館で開催されました。
　昨年、笑いで地域を元気にしようと、市と吉本興業
が立ち上げた劇団で、団員は市民の皆さんを中心とし、
山梨住みます芸人の「ぴっかり高木といしいそうたろ
う」も出演しました。
　今回２回目となる公演に約３００名の皆さんが訪
れ、市内を舞台としたユニークな喜劇に会場は大きな
笑いに包まれました。

甲 第６回
州フルーツマラソン大会

　１０月１８日、第６回甲州フルーツマラソン大会
が勝沼中央公園広場をメイン会場に行われました。
晴れ渡る秋空のもと、全国各地から約５０００名の
ランナーが４コースに分かれて、健脚を競い合いま
した。
　ゴール後には、甲州ぶどうの配布やワインの無料
サービスなどのおもてなし、お楽しみ抽選会など、
参加ランナーだけでなく、応援に訪れた皆さんも秋
めく甲州市を満喫していました。
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in
fo
rm
a
tio
n

「
税
の
無
料
相
談
会
」

　
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部
所
属
の
税

理
士
に
よ
る
「
税
の
無
料
相
談
会
」
を
実
施

し
ま
す
。
税
理
士
２
名
が
、
皆
さ
ん
の
ご
相

談
に
お
応
え
し
ま
す
。

■
日　
時　
11
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
場　
所　
イ
オ
ン
石
和
店
２
階

■
そ
の
他

　
ご
相
談
に
当
た
り
、
参
考
に
な
る
書
類
等

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
税
務
署　
総
務
課

　
☎
22
‐
１
４
１
１

　
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部

　
☎
０
５
５
‐
２
３
３
‐
１
３
１
８

平
成
27
年
分　
年
末
調
整
等

説
明
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　
給
与
の
支
払
者
を
対
象
に
、
平
成
27
年
分

年
末
調
整
等
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日　
時　
11
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
。
直
接
会
場
へ

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

○
年
末
調
整
の
し
か
た
及
び
源
泉
所
得
税
関

　
係
に
つ
い
て

　
山
梨
税
務
署　
法
人
課
税
第
１
部
門

　
源
泉
所
得
税
担
当

　
☎
22
‐
１
４
１
１
（
内
６
２
）

○
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
に
つ
い
て

　
山
梨
税
務
署　
管
理
運
営
部
門

　
☎
22
‐
１
４
１
１
（
内
２
８
）

○
給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
と
提
出
及
び
住

　
民
税
に
つ
い
て

　
甲
州
市
役
所　
税
務
課　
市
民
税
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
９

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」

　
源
泉
所
得
税
の
納
付
は
「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
の
利

用
が
便
利
で
す
。
源
泉
徴
収
票
や
各
種
支
払
調
書

も
、
税
務
署
に
足
を
運
ば
ず
に
提
出
で
き
ま
す
。

「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
で
す
。
詳
し

く
は
、「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w
.e-tax.nta.go.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

山
梨
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

決
算
説
明
会
の
ご
案
内

　
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
に
向
け
て
決
算

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
説
明
事
項

①
帳
簿
の
締
め
切
り
方
及
び
家
事
費
・
家
事

関
連
費
と
必
要
経
費
の
区
分
の
仕
方
等

②
収
支
内
訳
書
又
は
青
色
申
告
決
算
書
の
書

き
方

③
消
費
税
等
の
決
算
方
法
等

④
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
及
び
「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
の

概
要

⑤
そ
の
他
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等

■
日　
時

　
12
月
１
日
（
火
）

　
午
前
の
部　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
午
後
３
時
30
分

※
午
前
と
午
後
の
説
明
内
容
は
同
じ
で
す
。

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

～
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要
で
す
！

　
個
人
で
事
業
や
不
動
産
貸
付
等
を
行
う
全

て
の
方
は
、
平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳
と
帳

簿
等
の
保
存
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
の

必
要
が
な
い
方
も
、
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存

制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
個
人

で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
の
記
帳
・
帳
簿
等

の
保
存
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
税
務
署　
個
人
課
税
第
１
部
門

　
指
導
担
当
者

　
☎
22
‐
１
４
１
１
（
内
３
２
）

平
成
27
年
12
月
末
を
も
っ
て

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付

は
終
了
し
ま
す
。

　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
）
の
導
入
に
伴
い
、
平
成
28
年
１
月
か
ら

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
交
付
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
は

平
成
27
年
12
月
28
日
（
月
）
を
も
っ
て
交
付
手

続
き
と
更
新
手
続
き
を
終
了
し
ま
す
。
運
転
免

許
証
な
ど
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
を
お

持
ち
で
な
い
方
が
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」

を
申
請
す
る
場
合
、
即
日
交
付
が
出
来
な
い
た

め
、
日
程
に
余
裕
を
も
っ
て
ご
申
請
く
だ
さ

い
。「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
の
有
効
期
限

は
、
交
付
さ
れ
た
日
か
ら
10
年
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。
交
付
さ
れ
た「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」

は
、
券
面
に
記
載
さ
れ
た
有
効
期
限
ま
で
引
き

続
き
ご
利
用
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
に
利
用
す
る
電

子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
交
付
さ
れ
た
日

か
ら
３
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
と
「
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
」
を
重
複
し
て
所
持
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
を
交
付
す

る
際
に
、「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
を
回
収

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）
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証
明
書
自
動
交
付
機
の
廃
止
と

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
の
設
置
に
つ
い
て

　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
）
の
導
入
に
伴
い
、
平
成
28
年
１
月
か

ら
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
交
付
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
平
成
27
年
12
月
末
を
も
っ
て
、

市
役
所
本
庁
舎
に
設
置
さ
れ
て
い
る
証
明
書

自
動
交
付
機
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
１
月
か
ら
は
、
新
た
に
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設
置
さ
れ
て
い
る
多
機

能
端
末
機
（
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
）
を
設
置
し

ま
す
。
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
の
設
置
に
よ
り
、

住
民
票
と
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行
手
数
料

が
、
一
通
１
０
０
円
か
ら
２
０
０
円
に
変
更

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ピ
ー
機
能
も
利
用
可
能
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
は
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
が
利
用
で
き

ま
す
。

　
ご
利
用
時
間
は
、
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る

証
明
書
自
動
交
付
機
と
同
様
、
年
末
年
始
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
を
除
き
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

※
勝
沼
支
所
、大
和
支
所
に
は
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
は
設
置
さ
れ
ま
せ
ん
。
お
近
く
の
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す　
～
年
末
調

整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！
～

　
国
民
年
金
保
険
料
は
そ
の
年
の
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が

所
得
税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
27
年
１
月
１
日
（
木
）

か
ら
９
月
30
日
（
水
）
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
が
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
又
は

領
収
証
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
10
月
１
日
（
木
）
か
ら
12

月
31
日
（
木
）
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険
料

控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付

の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
受
付
期
間

　
11
月
２
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
～
平
成
28
年
３
月
15
日
（
火
）

■
お
問
い
合
わ
せ
受
付
時
間

○
月
～
金
曜
日　
午
前
９
時
～
午
後
７
時

○
第
２
土
曜
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、
12
月
29
日

（
火
）
～
１
月
３
日
（
日
）
ま
で
は
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
日
本
年
金
機
構　
ね
ん
き
ん
定
期
便
・

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
４
４

　
（
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に
な

　
る
場
合
）

※
自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま
す
。
自
動
音
声

案
内
に
従
っ
て「
３
」を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
一
般
の
固
定
電
話
か

ら
お
か
け
に
な
る
場
合
は
全
国
ど
こ
か
ら

で
も
、
市
内
通
話
料
金
で
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
た
だ
し
、
一
般
の
固
定
電
話
以

外
（
携
帯
電
話
等
）
か
ら
お
か
け
に
な
る

場
合
は
通
常
の
通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

○
「
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
４
４
」
の
番

号
に
お
か
け
に
な
る
場
合
は
、
通
常
の
通

話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

○
「
０
５
７
０
」
の
最
初
の
「
０
」
を
省
略

し
た
り
、
市
外
局
番
を
つ
け
て
間
違
い
電

話
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
か
け
間
違
い
に
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

被
用
者
年
金
一
元
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

　
こ
れ
ま
で
厚
生
年
金
と
３
つ
の
共
済
年
金

に
分
か
れ
て
い
た
被
用
者
年
金
制
度
が
、
平

成
24
年
８
月
に
成
立
し
た
「
被
用
者
年
金
一

元
化
法
」
に
よ
り
、
10
月
１
日
（
木
）
か
ら
、

厚
生
年
金
に
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
27
年
10
月
以
降
、
厚
生
年
金
の
決
定
・

支
払
は
、
従
来
ど
お
り
、
厚
生
年
金
被
保

険
者
期
間
分
は
日
本
年
金
機
構
、
共
済
組

合
等
加
入
期
間
分
に
つ
い
て
は
各
共
済
組

合
等
で
行
い
ま
す
。

○
厚
生
年
金
に
関
す
る
届
書
等
（
注
）
は
、

日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）
ま
た
は

各
共
済
組
合
等
の
ど
の
窓
口
で
も
受
付
し

ま
す
（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
）。

（
注
）

①
平
成
27
年
10
月
以
降
に
受
給
権
が
発
生
し

た
厚
生
年
金
に
限
り
ま
す
。

②
障
害
給
付
の
届
書
等
の
一
部
を
除
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
５
０

STOP！
オレオレ詐欺

◆甲州市◆



暮
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の
情
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平成 27 年 11 月
20

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」で
す
！

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
に
、

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
等
を
活
用
し
な
が
ら
、

高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
い

た
だ
く
日
と
し
て
、11
月
30
日（
い
い
み
ら
い
）

を
「
年
金
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
や
「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
、
ご
自
身
の
年
金
記
録

と
年
金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生

活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認

で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
に

つ
い
て
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
基
に
様
々

な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、
日

本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い

た
だ
く
か
、
甲
府
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.nenkin.go.jp/n/

w
w

w
/index.htm

l

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１

太
陽
光
発
電
設
備
設
置
の
た
め
の

農
地
転
用
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　
太
陽
光
発
電
設
備
（
農
地
に
支
柱
を
立
て

て
、
営
農
を
継
続
し
な
が
ら
上
部
空
間
に
太

陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
場
合
も
同
じ
。

以
下
「
営
農
型
」
と
い
う
）
を
設
置
す
る
た

■公売日時
　入札時間　１１月１０日（火）
　　　　　　午後１時 30 分～午後２時
　開札時間　１１月１０日（火）
　　　　　　午後２時 01 分～

■公売会場
　山梨県笛吹市石和町広瀬７８５番地
　山梨県東八代合同庁舎３階大会議室

■公売物件
　所　　在　甲州市塩山上於曽字山腰
　　　　　　29 番１及び 31 番
　地　　目　雑種地
　地　　積　合計１，１６８㎡
　見積価格　１２，００５，０００円
　公売保証金　１，２１０，０００円

　市では、山梨県総合県税事務所と合同で、市税の滞納者から差し押さえた不動産の公売を実施します。
公売物件の購入を希望される場合は、入札への参加が必要になります。公売物件の概要や入札手続き等に
ついては、甲州市役所収納課までお問い合わせください。

■その他
　公売に参加するためには、前記の公売保証金の納付
が必要です。公売保証金を納付した後でなければ、入
札できません。入札に際しては、あらかじめ公売物件
の現況等をご確認いただき、市役所収納課に備え付け
の関係公簿を閲覧したうえで入札してください。
　ご不明な点、及び入札日に必要な書類等については、
甲州市役所収納課までお問い合わせください。
◆お問い合わせ先
　収納課　☎３２ ‐ ２１１１（内１７２）

公売日は平成２７年11月10日（火）です。
平成２７年度　第３回合同不動産公売のお知らせ

公
売
物
件
の
現
地
写
真

排水設備の「点検商法」にご注意ください
　宅地内の排水設備の清掃や管理は、その所有者が行うことになっています。必要のない排水設備の点検な
どを行い、不当な代金を請求するという点検商法が全国的に発生しています。下水道の排水設備に不具合が
生じた時には、市が指定した排水設備工事店が修理をすることになっています。
　また、浄化槽の保守点検や清掃は、県や市の許可を受けた登録業者が行います。浄化槽管理者と契約をし
ていない業者が勝手に行うことはできません。少しでも疑問を感じたら、その場で契約したり金銭の支払い
をせず、市にお問い合わせください。
◆お問い合わせ先
　下水道については　都市整備課　下水道担当　　☎３２ ‐ ２１１１（内２５８）
　浄化槽については　環境政策課　環境政策担当　☎３２ ‐ ２１１１（内２４４）
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め
に
農
地
を
転
用
す
る
場
合
は
、
農
地
法
の

規
定
に
よ
る
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ

の
際
、
優
良
農
地
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、

設
置
し
よ
う
と
す
る
農
地
の
立
地
条
件
（
農

地
区
分
）
に
応
じ
て
、
許
可
の
可
否
を
判
断

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
農
地
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
よ
う

と
す
る
場
合
、
設
置
し
よ
う
と
す
る
農
地
の

立
地
条
件
（
農
地
区
分
）
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
、
農
業
委
員
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、
営
農
型
の
太
陽
光
発
電
設
備
に
つ

い
て
は
、
農
業
委
員
会
へ
の
事
前
協
議
を
お

願
い
し
ま
す
。
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

十
分
な
検
討
・
準
備
が
必
要
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課　
農
地
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２
（
内
２
８
５・２
８
６
）

総
合
健
診
受
診
の
ご
案
内

　
20
歳
以
上
の
市
民
の
方
が
対
象
で
す
。
こ

れ
ま
で
受
診
し
た
こ
と
の
な
い
方
は
、
ぜ
ひ

受
診
を
し
て
く
だ
さ
い
。
事
前
に
電
話
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
内　
容

・
胃
が
ん
検
診　
　
　
　
　
　
　
６
０
０
円

・
大
腸
が
ん
検
診　
　
　
　
　
　
２
０
０
円

・
肺
が
ん
結
核
検
診
（
65
歳
以
上
は
無
料
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
円

・
喀か
く
痰た
ん
検
診　
　
４
０
０
円

・
腹
部
超
音
波
検
診　
　
　
　
　
５
０
０
円

・
骨こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症
検
診　
　
　
　
　
　
２
０
０
円

※
11
月
９
日
（
月
）、
11
日
（
水
）
の
み
実
施

※
平
成
28
年
３
月
31
日（
木
）時
点
の
年
齢
が
、

40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
の
女
性
（
骨

粗
鬆
症
治
療
者
は
除
く
）。

・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診　
　
　
　
　
　
無
料

※
今
年
度
中
40
歳
に
な
る
方

※
41
～
74
歳
の
方
で
受
診
し
た
こ
と
の
な
い

方
■
基
本
健
診・特
定
健
診
（
問
診
、身
体
測
定
、

血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、
尿
検
査
、
医
師

の
診
察
）

・
甲
州
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方
と
75

歳
以
上
の
方
は
無
料
で
す
。

・
甲
州
市
国
民
健
康
保
険
以
外
の
医
療
保

険
で
20
～
39
歳
の
方
の
受
診
料
は
、
１
，

０
０
０
円
で
す
。

・
甲
州
市
国
民
健
康
保
険
以
外
の
医
療
保
険
。

被
扶
養
者
で
40
～
74
歳
の
方
は
、
医
療
保

険
者
か
ら
発
行
さ
れ
る
「
特
定
健
診
受
診

券
」
と
「
医
療
保
険
証
」
が
必
要
で
す
。

■
日
程
・
場
所

　
11
月
５
日
（
木
）　
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
11
月
６
日
（
金
）　
勝
沼
市
民
会
館

　
11
月
９
日
（
月
）　
勝
沼
市
民
会
館

　
11
月
11
日
（
水
）　
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
11
月
13
日
（
金
）　
勝
沼
市
民
会
館

■
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
前
10
時
30
分

※
前
日
の
夕
食
は
午
後
９
時
ま
で
に
と
り
、

当
日
は
飲
食
を
し
な
い
で
受
診
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
混
雑
を
避
け
る
た
め
健
診
日
時
の
調
整
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　
健
康
企
画
・
医
療
担
当　

　
☎
32
‐
５
０
１
４

平成２７年１月２日以降に、新たに太陽
光発電設備（ソーラーパネル）を設置
された方へ

　平成２７年１月２日から平成２８年１月１日まで
に太陽光発電設備（ソーラーパネル）を新たに設置
された場合、設置状況・規模に応じて、太陽光発電
設備が「償却資産」として、課税の対象となる場合
があります。
　平成２８年１月１日現在に設置されている太陽光
発電設備が「償却資産」として課税の対象となる場
合は、地方税法の規定により平成２８年２月１日

（月）までに、所有状況を申告していただくことに
なっております。
　設置された太陽光発電設備が償却資産として申告
の対象となるかどうかの確認をさせていただいたう
えで「償却資産申告書」を送付しますので、平成
２７年１月２日から平成２８年１月１日までの期間
に、新たに太陽光発電設備を設置された方、また、
設置される予定のある方は、平成２７年１１月２７
日（金）までに下記お問い合わせ先にご連絡いただ
きますよう、お願いします。
◆お問い合わせ先
　税務課　資産税担当
　☎３２‐２１１１（内線１８１・１８２・１８３）

太陽光発電設備（ソーラーパネル）の
設置をお考えの方はご相談を・・・

　市内の土地の上に、太陽光発電設備（ソーラーパ
ネル）を設置した場合、設置状況・規模に応じて土
地の税額が変わる場合があります。
また、太陽光発電設備自体に関しても「償却資産」
として課税の対象となる場合があります。太陽光発
電設備の設置をお考えの方は設置後の税額を概算で
お示しすることもできますので、どのくらい税額が
変わるのか知りたい場合は、次の書類をご用意のう
え、税務課資産税担当に一度ご相談ください。
・税額を試算できる方

太陽光発電設備の設置予定の土地の所有者、当該
土地の固定資産税の納税義務者とその同居家族及
び納税管理人並びに委任状のある代理の方

・用意していただくもの
本人確認できる書類（運転免許証など）、代理人
の方は「委任状」
太陽光発電設備を設置予定の土地の地番、取得予
定の太陽光発電設備の価格、耐用年数、発電能力
が把握できる書類

◆お問い合わせ先
　税務課　資産税担当
　☎３２‐２１１１（内線１８２・１８３）
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　平成２７年９月１６日（水）に市内教育施設、保
育施設等４２地点で空間放射線量の調査を実施しま
した。
　結果は次のとおりです。なお、測定結果について
はあくまでも参考値であり、風向き、天候により変
動します。

■表示単位：μＳｖ／ｈ（マイクロシーベルト／時）
　※１時間当たりに人が影響を受ける放射線の量
■測定条件等
　測定日　：９月１６日（水）
　測定方法：地上５ｃｍと１ｍ各計５回測定し、最
　　　　　　高値と最低値を除いた３回の平均を測
　　　　　　定値としています
　測定者　：市職員
　測定機器：日立アロカメディカル社製ＴＣＳ‐１７２
　　　　　　（ＮａＩシンチレーションサーベイメータ）
■測定結果の評価等
　国が目標値としている、年間１ミリシーベルト

（１，０００マイクロシーベルト）における屋外の放
射線量率、　毎時０．１９マイクロシーベルトを超え
る数値は検出されていませんでした。

●公共施設等

測定地点 地上５ｃｍ
測定値

地上１ｍ
測定値

市役所本庁舎 ０．０６０ ０．０５１
勝沼支所 ０．０５８ ０．０４７
大和支所 ０．０７０ ０．０６０
下柚木公会堂 ０．０４９ ０．０５１
平沢共選所 ０．０４７ ０．０６０
旧神金第２小中学校一ノ瀬分校 ０．０５７ ０．０６０
落合ＮＴＴ交換センター前 ０．０３３ ０．０４２
旧天目分校 ０．０５４ ０．０５２

●保育施設・児童クラブ

測定地点 地上５ｃｍ
測定値

地上１ｍ
測定値

松里保育所 ０．０９１ ０．０８３
奥野田保育所 ０．０５９ ０．０６６
大藤保育所 ０．０４９ ０．０７０
神金保育所 ０．０５０ ０．０６２
東雲保育所 ０．０４０ ０．０４１
大和保育所 ０．０５３ ０．０５６
千野保育園 ０．０５８ ０．０６０
塩山愛育園 ０．０６１ ０．０５４
みいづ保育園 ０．０５２ ０．０６１
泉保育園 ０．０５５ ０．０５７
赤尾保育園 ０．０４１ ０．０５０
たんぽぽ保育園 ０．０６４ ０．０６２
勝沼保育園 ０．０４６ ０．０４９
岩崎保育園 ０．０４９ ０．０５４
塩山カトリック幼稚園 ０．０６５ ０．０５７
菱山児童クラブ ０．０５５ ０．０５１

●小中学校

測定地点 地上５ｃｍ
測定値

地上１ｍ
測定値

塩山南小学校 ０．０６０ ０．０５０ 
塩山北小学校 ０．０５４ ０．０４８ 
奥野田小学校 ０．０６５ ０．０５９ 
松里小学校 ０．０５４ ０．０５３ 
井尻小学校 ０．０５４ ０．０５０ 
大藤小学校 ０．０４２ ０．０６０ 
神金小学校 ０．０４７ ０．０６５ 
玉宮小学校 ０．０５７ ０．０７３ 
勝沼小学校 ０．０３９ ０．０４１ 
祝小学校 ０．０５１ ０．０５２ 
東雲小学校 ０．０５６ ０．０４９ 
菱山小学校 ０．０６４ ０．０５３ 
大和小学校 ０．０６３ ０．０６５ 
塩山北中学校 ０．０４３ ０．０５８ 
塩山中学校 ０．０５１ ０．０５５ 
松里中学校 ０．０５１ ０．０４９ 
勝沼中学校 ０．０５０ ０．０５５ 
大和中学校 ０．０５９ ０．０５７

秋 の奉仕活動
　１０月１９日、東山梨地区広域シルバー人材セン
ターは甲州市民文化会館周辺の草刈り作業などの奉仕
活動を行いました。奉仕活動には、約６０人の会員の
皆さんが参加し、植え込みの中の草刈りや道路などに
はみ出した枝の刈り込みを行い、軽トラック５台分の
草や枝を集めました。皆さんの協力で、甲州市民文化
会館周辺は見違えるようにきれいになりました。

甲州市内空間放射線量調査結果

◆お問い合わせ先　環境政策課　環境政策担当　☎３２ ‐ ２１１１（内２４４）
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上 井尻泉寿会
２０１５活動賞 受賞！

　上井尻区の泉寿会は全国老人クラブ連合会２０１５活動賞
（仲間づくり活動部門）の受賞を田辺市長に報告しました。現在
５７名の会員で地域の清掃活動や花植え活動、また、グランド
ゴルフ大会なども開催し、精力的に活動しています。会長の増
田英仁さんは「諸先輩方の積み上げてきた活動が表彰に繋がっ
た。今後も、地域の高齢者の方々がみんな笑顔で元気に暮らせ
るように、楽しく活動を続けていきたい」と笑顔で話しました。

「
甲
州
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」「
甲

州
市
子
育
て
支
援
商
品
券
」
の
有
効

期
限
は
12
月
12
日
（
土
）
ま
で
で
す

　

６
月
に
販
売
し
ま
し
た
「
甲
州
市
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
」
及
び
「
甲
州
市
子
育
て
支
援

商
品
券
」
の
有
効
期
限
が
12
月
12
日
（
土
）

に
迫
っ
て
い
ま
す
。

　
期
限
を
過
ぎ
る
と
利
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課　
商
工
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
８
１

若
者
の
就
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
働
く
こ
と
に
つ
い
て
様
々
な
悩
み
を
抱
え

て
い
る
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
方
に
対
し
て
、

各
種
支
援
を
通
し
て
働
き
た
い
気
持
ち
に
寄

り
添
い
、
就
労
に
向
か
え
る
よ
う
第
２
回
移

動
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
場
所　
甲
州
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
（
甲
州
市
塩
山
下
於
曽
１
７
０
４
）

■
内
容　
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
個
別
相
談

　
　
　
　
※
相
談
は
無
料
、
予
約
制
で
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎
０
５
５
‐
２
３
０
‐
２
２
３
９

　

http://w
w

w
.y-saposute.com

/



暮
ら
し
の
情
報

平成 27 年 11 月
24

　
（
山
梨
市
下
井
尻
１
２
６
‐
１
）

■
内　
容

　
医
療
機
関
ご
と
に
就
業
に
向
け
た
個
別
相

談
を
行
い
ま
す
。（
託
児
も
あ
り
ま
す
。）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
（
峡
東
保
健
所
）

　
健
康
支
援
課　

　
☎
20
‐
２
７
５
３

地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
募
集

　

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者

を
募
集
し
ま
す
。

■
公
募
事
業
・
公
募
数

　
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者

生
活
介
護
…
１
箇
所
（
29
人
以
下
）

■
整
備
日
程

　
平
成
28
年
度
に
、
施
設
整
備
に
着
手
、
完

了
が
見
込
ま
れ
、平
成
29
年
４
月
ま
で
に
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る
事

業
者
を
対
象
と
し
ま
す
。

■
申
込
期
間

　
11
月
９
日
（
月
）
～
12
月
11
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
公
募
要
項
を
確
認
く
だ
さ
い
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
介
護
支
援
課　
介
護
保
険
担
当　
　
　

　
☎
32
‐
５
０
６
６

健
康
づ
く
り
講
演
会（
参
加
無
料
）

　
近
年
、
歯
周
病
は
生
活
習
慣
病
（
糖
尿
病
、

心
筋
梗
塞
な
ど
）
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

多
く
の
研
究
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、

全
身
の
健
康
を
守
る
た
め
に
も
、
お
口
の
健

康
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。

　
ぜ
ひ
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日　
時　
11
月
20
日
（
金
）

　
受
付　
　
午
後
６
時
30
分
～

　
講
演　
　
午
後
７
時
～
午
後
８
時
30
分

■
場　
所　
塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
１
階　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
主　
催　
甲
州
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

　
　
　
　
　
会
／
甲
州
市

■
講　
演　

　
「
糖
尿
病
と
歯
周
病
」

　
～
糖
尿
病
を
予
防
し
て
元
気
で
長
生
き
～

　
　
　
　
　
　
早
乙
女　
修
一　
歯
科
医
師

　
「
お
く
ち
か
ら
健
康
」

　
　
　
　
　
　
辻　
美
代
子　
歯
科
衛
生
士

■
締
切
日　
11
月
18
日
（
水
）
ま
で　

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　
健
康
企
画
・
医
療
担
当

　
☎
32
‐
５
０
１
４

第
58
回
山
梨
県
更
生
保
護
大
会
開
催

　
こ
の
大
会
は
、
山
梨
県
下
の
更
生
保
護
関

係
者
が
一
堂
に
会
し
、
そ
の
活
動
に
従
事
し

た
功
労
者
の
顕
彰
を
行
い
、
更
生
保
護
に
与

え
ら
れ
た
使
命
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
と

と
も
に
意
識
の
統
一
と
士
気
の
高
揚
を
図
り
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
山
梨
県
の
建
設

に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日　
時　
11
月
13
日
（
金
）　

　
　
　
　
　
午
前
11
時
50
分
～

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
ホ
ー
ル

■
内　
容　

○
歓
迎
行
事　
踊
り
（
山
梨
県
更
生
保
護
女

　
性
連
盟
）

○
講
演

　
講
師　
五
代
目　
一
龍
斎　
貞
花　
氏

　
講
演　
ぬ
く
も
り
の
あ
る
地
域
と
家
庭

　
講
談　
更
生
保
護
の
父
・
金
原
明
善
物
語

○
顕
彰
式
典　
更
生
保
護
活
動
に
従
事
し
功

　
績
が
あ
る
関
係
者
等
に
対
し
て
顕
彰
し
ま

　
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課　
地
域
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
２
７

峡
東
地
域
看
護
職
就
職
説
明
会

の
お
知
ら
せ

　
子
育
て
中
の
方
や
再
就
職
を
希
望
す
る
方

な
ど
を
対
象
に
、
峡
東
地
域
の
病
院
14
施
設

等
に
よ
る
就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
わ
せ
て

資
格
を
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

■
日　
時

　
11
月
25
日
（
水
）

　
（
受
付
）
午
前
10
時
～
正
午

■
場　
所

　
東
山
梨
合
同
庁
舎
（
峡
東
保
健
所
）

　
１
０
１
会
議
室

平
成
27
年
度
自
衛
官
等
募
集
案
内

　
自
衛
隊
で
は
、
自
衛
官
等
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
募
集
種
目
・
受
付
期
間

◎
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

　
原
則
と
し
て
受
付
は
随
時
行
っ
て
お
り
ま

す
。

◎
防
衛
大
学
校
学
生

　
（
一
般
後
期　
男
子
・
女
子
）

　
平
成
28
年
１
月
20
日
（
水
）
～
29
日
（
金
）

◎
高
等
工
科
学
校
生
徒

　
（
推
薦
・
一
般　
男
子
）

・
推
薦
：
11
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
12
月
４
日
（
金
）

・
一
般
：
11
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
～
平
成
28
年
１
月
８
日
（
金
）

◎
貸
費
学
生

　
（
技
術
）

　
12
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
～
平
成
28
年
１
月
８
日
（
金
）

■
そ
の
他

　
応
募
資
格
、
受
付
期
間
、
試
験
日
程
、
合

格
発
表
、
入
（
隊
）
校
時
期
、
待
遇
そ
の
他

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊
甲
府
募
集
案

内
所
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部　
甲
府
募
集

　
案
内
所
（
甲
府
市
酒
折
２
‐
２
‐
７
）

　
☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
６
４
２
７

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/
yam

anashi/
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申請は１１月３０日まで。お早めに申請を。
「臨時福祉給付金」

　現在、臨時福祉給付金の申請を受け付けています。対象
者となる可能性のある方には、８月３１日に申請書類をお
送りしました。まだ申請を済まされていない方は、申請内
容や添付書類等をご確認のうえ、受付期間内に申請してい
ただきますようお願いします。受付期間の最終日間際は、
混雑が予想されますので、早めの申請をお願いします。
　なお、支給対象となる方でお手元に申請書が届いていな
い場合は、お手数ですが福祉課までご連絡をお願いします。

●申請受付期間
　１１月３０日（月）まで　（土曜日、日曜日、祝日を除く。）

●添付書類の確認をお願いします。
　申請の際は、次の書類を忘れずに添付するようお願いし
ます。
①本人確認書類：住民基本台帳カード、運転免許証、パスポ
　　　　　　　　ート、健康保険証等いずれか１つの写し
　※支給対象者全員分が必要です。
②口座確認書類：口座番号、口座名義人等がわかる通帳ま
　　　　　　　　たはキャッシュカードの写し
　※通帳は、見開き部分に記載されています。
　※昨年度と同じ口座に振込を希望される場合は不要です。

●次の方が支給対象者となる方です。
　平成２７年１月１日（基準日）において、市の住民基本
台帳に記録されていて、平成２７年度市民税（均等割）が
課税されていない方です。
　※ただし、平成２７年度市民税が課税されている方の扶
　　養親族等や生活保護の受給者となっている方は、対象
　　外です。
　８月１２日以降、“所得税や市民税の修正申告をされた方”
や“未申告だった方で申告された方”のうち、平成２７年
度の市民税が非課税になった方は、支給対象になります。
まだ申請されていない方は、申請してください。お手元に
申請書が無い方は、福祉課までご連絡をお願いします。
　また、現在、未申告の方で支給対象者に該当する方は、
税務課に申告書を提出されるとともに、申請受付期間内に
福祉課へ申請をしてください。

●支給の決定は封書でお知らせします。
　申請していただいた臨時福祉給付金について、申請書お
よび添付資料の確認を行い、支給決定通知書に振込予定日
等を記載のうえ封書でお知らせいたします。
　※支給対象とならなかった場合は、不支給決定通知書を
　　お送りします。
　※申請から口座への振り込みには、１ヶ月から１ヶ月半
　　程度の期間がかかります。

《詐欺などにご注意ください》
　申請内容に不明な点があった場合など、市役所からお問
い合わせを行うことがありますが、ＡＴＭ（銀行・コンビ
ニなど現金自動支払機）の操作をお願いすることや、支給
のための手数料などの振り込みを求めることは、絶対にあ
りません。

◆お問い合わせ先
　福祉課　地域福祉担当　☎３２ ‐ ５０２７

〜甲州市母子保健縦断調査で
わかったこと（一例）〜

〔０歳〜１歳６ヶ月までの子どもの事故〕
　　事故の発生場所は「家の中」が８割！！

市制施行１０周年記念事業
『すこやか親子講演会』
　市は山梨大学と連携し、２８
年間に渡り母子保健縦断調査

（健康調査）に取り組んできま
した。
　これらの取り組みは国内外に
も例がない、貴重な調査となっ
ています。
　調査から見えてきた甲州市
の親子を取り巻く現状について、広く市民の皆さんに
知っていただく機会として講演会を開催します。
　子育て中のお母さんやお父さん、子育てを応援する
皆さんの参加をお待ちしています！

◇日　時　１１月１２日（木）
　　　　　受　付　午後１時４５分～、
　　　　　講演会　午後２時１５分～午後４時

◇場　所　甲州市民文化会館　２階　大会議室

◇講　師　山梨大学大学院総合研究部　医学域
　　　　　社会医学講座教授
　　　　　医学博士　山縣然太朗 先生

◇テーマ　「すべての親と子が健やかで心豊かに暮ら
　　　　　せるまちを目指して」

◇参加費　無料

◇申込方法
　電話または健康増進課へ直接お申し込みください。
※託児があります。ご希望の方は事前にお申し込みく

ださい

◇締切日　１１月９日（月）

◆申し込み・お問い合わせ先
　健康増進課　健康づくり担当
　☎３３ ‐ ７８１２　☎３３ ‐ ７８１３

その中でも	、目が届
きそうな居間が６割を
占めています！

内容は「転落」「転倒」
「誤飲」「やけど」が
多くなっています。

!

居間
 66.2% 

庭 8.8%
台所 8.8%

玄関 5.9%
縁側 5.9%
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劇
団
四
季
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
人
間
に
な
り
た
が
っ
た
猫
」

■
日　
時　
平
成
28
年
１
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　
　
開
場　
午
後
３
時
30
分
～

　
　
　
　
　
開
演　
午
後
４
時
～

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
ホ
ー
ル

■
入
場
料
（
全
席
指
定
）
３
歳
以
上
有
料

　
Ｓ
席　
　
４
，
０
０
０
円

　
Ａ
席　
　
３
，
０
０
０
円

　
Ｂ
席　
　
２
，
０
０
０
円

　
（
３
歳
未
満
の
着
席
鑑
賞
は
有
料
）

■
入
場
券
販
売
所

○
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
☎
32
‐
１
４
１
１

※
電
話
予
約
可

○
劇
団
四
季
予
約
セ
ン
タ
ー

　
（
午
前
10
時
～
）

　
☎
０
１
２
０
‐
４
８
９
４
４
４

○
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｉ 

Ｏ
Ｎ
‐
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
Ｔ
Ｉ
Ｃ

　
Ｋ
Ｅ
Ｔ
（
午
前
10
時
～
）

※
ア
ド
レ
ス　

htpp://489444.com

※
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
よ
り
販
売
時
間
が
異
な

　
り
ま
す
。

◆
主
催
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
☎
32
‐
１
４
１
１

※
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
【
休
館
日
】　
月
曜
日
・
国
民
の
祝
日
（
祝

　
日
と
月
曜
日
が
重
な
る
と
き
は
そ
の
翌
日
）

　
年
末
年
始
（
12
月
28
日
～
１
月
４
日
）

磯
部
周
平
♪
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
な
音
楽
会
♪

三
井
住
友
海
上
文
化
財
団
派
遣
コ
ン
サ
ー
ト

■
日　
時　
12
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　
開
演　
午
後
２
時
～

　
　
　
　
　
開
場　
午
後
１
時
30
分
～
予
定

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
ホ
ー
ル

■
チ
ケ
ッ
ト
料

　
前
売
券　
一
般　
　
　
　
１
，
０
０
０
円

　
高
校
生
以
下
（
小
学
生
～
高
校
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
円

　
当
日
券　
一
般　
　
　
　
１
，
１
０
０
円

　
高
校
生
以
下　
　
　
　
　
　
　
６
０
０
円

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
全
席
自
由

※
本
コ
ン
サ
ー
ト
は
、（
公
財
）
三
井
住
友
海

上
文
化
財
団
の
助
成
に
よ
り
低
料
金
に
設

定
し
て
い
ま
す
。

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

☆
甲
州
市
民
文
化
会
館
（
中
央
公
民
館
）

☆
テ
レ
ビ
山
梨

　
☎
０
５
５
‐
２
３
２
‐
１
１
１
８

☆
内
藤
楽
器
本
店

　
☎
０
５
５
‐
２
４
３
‐
８
２
０
６

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
☎
32
‐
１
４
１
１

平
成
27
年
度
「
父
親
の
子
育
て
参

加
支
援
事
業
」（
山
梨
県
教
育
委
員

会
委
託
事
業
）、
峡
東
地
区
保
育
所

（
園
）
保
護
者
連
合
会
研
修
会

■
日　
時

　
12
月
６
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
（
受
付
午
後
１
時
）

■
場　
所

　
笛
吹
市　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
体
育
館

　
（
笛
吹
市
一
宮
町
末
木
１
０
０
１
）　　

■
内　
容

　
第
１
部　
講
演
会　
「
パ
パ
の
特
技
を
子
育

　
て
に 

～
と
も
に
楽
し
み
、
成
長
し
よ
う
～
」

　
第
２
部　
親
子
で
運
動
教
室　
「
ボ
ー
ル
を

　
使
っ
て
深
め
る
絆
」

　
講
師
（
１
部
、
２
部
共
に
）　

　
元
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
・
Ｒ
ｏ
ｕ
ｔ
ｅ
須
藤
大
輔

　
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
代
表　
須
藤
大
輔 

氏

■
入
場
料

　
無
料
（
託
児
あ
り
ま
す
）

■
主　
催

峡
東
地
区
保
育
所
（
園
）
保
護
者
連
合
会
、

笛
吹
市
保
育
所
（
園
）
保
護
者
連
合
会
、

甲
州
市
保
育
所（
園
）保
護
者
連
絡
協
議
会
、

山
梨
市
保
育
園
連
絡
協
議
会

■
共　
催

山
梨
県
保
育
所
保
護
者
連
合
会
、
山
梨
県

教
育
委
員
会

■
申
込
方
法

保
育
園
（
所
）
保
護
者
は
、
各
所
属
保
育

園
（
所
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一
般
参
加
希
望
者
は
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
に
て
事
務
局
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
峡
東
地
区
保
育
所
（
園
）
保
護
者
連
合
会

　
事
務
局
（
笛
吹
市　
相
興
保
育
園
内
）

　
☎
０
５
５
３
‐
４
７
‐
０
６
２
３

　
ＦＡＸ
０
５
５
３
‐
４
７
‐
４
６
８
６

参加者募集　ご好評につき、第２弾！
〜家事場のパパヂカラを

見せちゃおう！〜
　男子（おとこし）がつくる 『親子丼』。ひ
と手間加えていつもと違う親子丼を自慢の一
品にしてみませんか！
■日　時　１２月１２日（土）
　　　　　午前１０時～午後１時
■場　所　甲州市民文化会館	３階	調理室
■対　象　一般の男性２５名
＊親子参加・おじいちゃんと孫の参加もＯＫ
＊甲州市内在住または在勤の方
■材料費　一人５００円
■持ち物　エプロン、三角巾、ハンドタオル
■メニュー
　親子丼・焼ききのこのおすまし・小松菜と
もやしのナムル・みるくプリン
■その他　アレルギー対応はしていません。
◆申し込み・お問い合わせ先
　甲州市男女共同参画推進委員会事務局
　市民課　市民参画・協働担当
　☎３２ ‐ ５５８３

甲
州
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

甲
州
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
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塩山駅南口市民ギャラリー
　塩山地域の小・中学生による文
化祭の入賞作品を展示します。

１１月４日 ( 水 ) 〜１１月２４日 ( 火 )
小・中学生絵画 , 書道〈市長賞〉

１１月２５日 ( 水 ) 〜１２月１４日 ( 月 )
小・中学生絵画 , 書道〈教育長賞〉

１２月１５日 ( 火 ) 〜１月３日 ( 日 )
小・中学生絵画 , 書道〈文化協会長賞〉

※展示内容・期間につきましては、変更
　になる場合もあります。

平
成
28
年
甲
州
市
成
人
式
に
つ
い
て

■
日　
時　
平
成
28
年
１
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　
　
受
付　
正
午
～

　
　
　
　
　
開
式　
午
後
１
時
～

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
ホ
ー
ル

■
対
象
者

　
平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
８
年
４
月
１

日
ま
で
の
出
生
の
方

◎
「
成
人
に
向
け
て
の
一
言
」
募
集
中

　
案
内
状
に
記
載
さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

へ
メ
ー
ル
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

※
50
～
１
０
０
字
程
度
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
氏

名
・
受
付
番
号
（
案
内
状
に
記
載
）
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
締
切
は
12
月
３
日
（
木
）
で
す
。

※
10
月
上
旬
に
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
案
内
状

を
発
送
い
た
し
ま
し
た
。

　
甲
州
市
成
人
式
に
参
加
す
る
予
定
で
、
案

内
状
が
届
い
て
い
な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７

第
８
回
や
ま
な
し
農
業
・
農
村
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム　
未
来
へ
つ
な
ぐ
世

界
農
業
遺
産
（
参
加
無
料
）

　
一
面
に
広
が
る
ぶ
ど
う
棚
や
も
も
園
を
中

心
と
し
た
美
し
い
農
村
景
観
を
形
成
し
、
ワ

イ
ン
文
化
を
育
む
な
ど
、
長
い
歴
史
の
中
で

県
民
生
活
や
文
化
に
深
い
関
わ
り
を
持
つ
貴

重
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
果

樹
農
業
や
景
観
、
文
化
を
末
永
く
保
全
し
て

い
く
た
め
、
峡
東
三
市
が
一
体
と
な
っ
て
世

界
農
業
遺
産
の
登
録
推
進
に
取
り
組
み
始
め

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
世
界
農
業
遺
産
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
認
定
推
進
に
向
け
た
機
運
を
高
め

る
と
と
も
に
、
地
域
の
農
業
・
農
村
の
魅
力

を
再
認
識
し
、地
域
の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ

た
保
全
活
動
の
展
開
に
つ
な
げ
る
た
め
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日　
時

　
12
月
６
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
場　
所

　
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘　
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

■
内　
容　

①
基
調
講
演　
永
田　
明 

氏
（
国
連
大
学
サ

　
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
高
等
研
究
所
）

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

宮
本　
健
真 

氏

（
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
ミ
ヤ
モ
ト　

オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
、「
食
の
大
地
・
く
ま
も
と
」
世
界

農
業
遺
産
研
究
会
代
表
）

金
田　
直
之 

氏

（
石
川
県
珠
州
市
役
所
企
画
財
政
課
長
兼
自

然
共
生
室
長
）

峡
東
地
域
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
者

■
定　
員　
３
０
０
名
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　
県
Ｈ
Ｐ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
申
込
書
の
郵
送
又

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

☆
山
梨
県　
耕
地
課　

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
６
２
６

　
ＦＡＸ
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
６
２
４

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.pref.yam

anashi.jp/

　

kouchi/index.htm
l

　
メ
ー
ル

　

kouchi@
pref.yam

anashi.lg.jp

☆
甲
州
市　
産
業
振
興
課　
農
地
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
４

　
メ
ー
ル

　

sangyou@
city.koshu.lg.jp

まほろばクリスマスコンサート
　大和ふるさと会館ではまほろばクリスマスコン
サートを開催します。
　スタインウェイのピアノの響きとワインの香り。
どうぞ楽しいひと時をお過ごしください。

■日　時　１２月１３日（日）
　　　　　開場　午後４時３０分～
　　　　　開演　午後５時～　
■場　所　大和ふるさと会館まほろばホール
■演　奏　中島裕紀（ピアニスト）
　　　　　ＮＹＴ（ギターとバイオリンのデュオ）
■チケット代
　１席１，０００円（定員１６５席）
　ワイン ･ ソフトドリンクのサービスもあります。
■お問い合わせ先　
　大和ふるさと会館　☎４８ ‐ ２９２１
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青
少
年
健
全
育
成
推
進
甲
州
市
民
集
会

　
11
月
は
、「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調

月
間
～
い
の
ち
輝
く
み
ん
な
の
未
来
～
」
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
甲
州
市
に
お
き
ま
し

て
も
、「
親
の
あ
り
方
10
か
条
」
を
制
定
し
、

そ
の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
私
た
ち
市
民
一
人
ひ
と
り
が
青

少
年
育
成
に
対
す
る
理
解
を
さ
ら
に
深
め
、

家
庭･

学
校･

地
域
が
連
携
し
、
甲
州
市
の

青
少
年
育
成
の
推
進
を
図
ろ
う
と
す
る
た
め

の
推
進
大
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
11
月
６
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
７
時
～
午
後
９
時

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階

　
　
　
　
　
大
会
議
室

■
講　
師

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｂ
ｏ
ｎ
ｄ 

ｐ
ｌ
ａ
ｃ
ｅ
代
表

　
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原 

祐
司　
氏

　
演　
題｢

対
話
を
通
し
た
問
題
解
決｣

　
～
ス
マ
ホ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　
　
　
健
全
育
成
の
学
び
の
場
に
つ
い
て
～

■
主　
催　
青
少
年
育
成
甲
州
市
民
会
議

■
共　
催　
甲
州
市
教
育
委
員
会

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
大
会

参
加
募
集
！

■
日　
時　
11
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
12
時
30
分

■
場　
所　
塩
山
ふ
れ
あ
い
館

■
資　
格　
年
齢
男
女
問
わ
ず

■
参
加
費　
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

■
そ
の
他　
氏
名
・
性
別
・
学
年
（
年
齢
）・

住
所
を
記
載
の
う
え
、「
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
」
で
11
月
21
日
（
土
）
ま
で
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先　
　
　

　
〒
４
０
４
‐
０
０
５
４

　
甲
州
市
塩
山
藤
木
１
０
３
‐
２

　
山
梨
県
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
協
会

　
☎
／
ＦＡＸ
32
‐
１
６
９
９　

　
携
帯
０
９
０
‐
８
９
４
５
‐
７
７
４
８

　
メ
ー
ル

　

kosyu_suports_club@
yahoo.co.jp

※
火
曜
日
午
後
６
時
30
分
～
小
瀬
武
道
館　

　
金
曜
日
午
後
６
時
30
分
～
塩
山
ふ
れ
あ
い

　
館
に
て
事
前
の
体
験
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
連
絡
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
10
回
甲
州
市

市
民
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

　
10
月
５
日
、
塩
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

第
10
回
甲
州
市
市
民
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
市

民
１
８
２
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
優　
勝　
　
田
辺　
大
得

　
準
優
勝　
　
菊
池　
健
児

　
第
三
位　
　
広
瀬　
市
郎

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
８

第
10
回
甲
州
市

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果

　

９
月
20
日
、
塩
山
体
育
館
で
第
10
回
甲
州

市
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
市
内
21

チ
ー
ム
２
１
０
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
Ａ
パ
ー
ト　
　
　
　
　
●
Ｂ
パ
ー
ト

　
優　
勝　
上
塩
後　
　
　
優　
勝　
小
田
原

　
準
優
勝　
千
野
上　
　
　
準
優
勝　
藤
木

　
３　
位　
三
日
市
場　
　
３　
位　
下
萩
原

●
Ｃ
パ
ー
ト　
　
　
　
　
●
Ｄ
パ
ー
ト

　
優　
勝　
東
雲　
　
　
　
優　
勝　
下
於
曽
西

　
準
優
勝　
下
於
曽
東　
　
準
優
勝　
萩
原

　
３　
位　
小
屋
敷　
　
　
３　
位　
熊
野

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当　
☎
32
‐
５
０
９
８

第
10
回
甲
州
市
長
旗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

　
9
月
25
日
か
ら
10
月
18
日
に
か
け
、
塩
山

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
10
回
甲
州
市
長
旗
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
市
内
16
チ
ー
ム
３
２

０
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
優　
勝　
Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ
山
梨

　
準
優
勝　
塩
山
ナ
イ
ン

　
３　
位　
甲
州
壮
年
Ｓ
Ｃ

　
４　
位　
神
金
体
協

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当　
☎
32
‐
５
０
９
８

わ
ん
ぱ
く
親
子
塾

～
ぶ
ど
う
を
使
っ
た
簡
単
ラ
ン
チ
～

　
甲
州
市
の
お
い
し
～
い「
ぶ
ど
う
」を
使
い
、

ジ
ャ
ム
、
ジ
ュ
ー
ス
、
そ
し
て
、
た
の
し
く

簡
単
に
ぶ
ど
う
ラ
ン
チ
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

■
日　
時　
11
月
７
日
（
土
）（
雨
天
実
施
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
場　
所　
勝
沼
市
民
会
館　
調
理
室

■
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ハ
ン
カ
チ

■
対　
象　
小
学
校
１
～
３
年
生

　
　
　
　
　
親
子
25
組

■
参
加
費　
一
人　
３
０
０
円

　
　
　
　
　
（
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

■
締
切
日

　
11
月
４
日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
主　
催　
甲
州
市
勝
沼
青
少
年
育
成
推
進
員
会

■
共　
催　
勝
沼
中
央
公
民
館

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
勝
沼
中
央
公
民
館　

　
☎
44
‐
２
１
０
０

山
梨
む
か
し
が
た
り
の
会　
特
別
講
演
会

こ
ん
な
に
お
も
し
ろ
い
日
本
の
昔
話

■
日　
時　
11
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館

■
講　
師　
大
島
広
志　
氏

■
資
料
代　
５
０
０
円

■
主　
催　
山
梨
む
か
し
が
た
り
の
会

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
☎
／
ＦＡＸ
33
‐
６
０
８
５
（
矢
崎
）
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東
山
梨
小
中
学
校
図
工
・
美
術
作
品
展

■
日　
時 

　
11
月
14
日
（
土
） 
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
11
月
15
日
（
日
） 
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
11
月
17
日
（
火
） 
午
前
９
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
午
後
３
時
30
分

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階

　
　
　
　
　
大
会
議
室

■
内　
容　

①
テ
ー
マ　
　

　
小
学
生
『
自
分
ら
し
い
あ
ら
わ
し
方
で

　
中
学
生
『
自
分
ら
し
さ
を
求
め
て
』

②
領
域　
絵
画
、
デ
ッ
サ
ン
、
立
体
作
品

■
主　
催

　
東
山
梨
教
育
協
議
会

　
東
山
梨
図
工
美
術
作
品
指
導
法
研
究
会

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
甲
州
市
立
奥
野
田
小
学
校

　
☎
33
‐
２
１
４
７

こ
ろ
柿
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
甘
草
屋
敷
の
軒
先
に
こ
ろ
柿
の
す
だ
れ
を

作
り
秋
の
甲
州
市
な
ら
で
は
の
景
色
を
作
り

上
げ
る
、
そ
ん
な
昔
な
が
ら
の
こ
ろ
柿
づ
く

り
を
一
緒
に
手
伝
っ
て
く
れ
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

■
日　
時　
11
月
12
日
（
木
）
午
前
９
時
～

　
　
　
　
　
※
少
雨
決
行

■
場　
所　
甘
草
屋
敷

■
定　
員 　
20
名

■
参
加
費　
無
料
（
昼
食
、
市
内
公
共
温
泉

　
　
　
　
　
入
浴
券
付
）

■
持
ち
物
等

　
皮
む
き
器
、
汚
れ
て
も
良
い
服
装

■
申
込
方
法

　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
人

数
を
観
光
協
会
事
務
局
（
観
光
交
流
課
内
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
締
切
日　

 

11
月
６
日
（
金
）
必
着

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
観
光
交
流
課　
企
画
・
宣
伝
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
９
２
）

　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
４

　
メ
ー
ル　

kankou@
city.koshu.lg.jp

下
於
曽
東　
ぶ
ん
か
ま
つ
り

■
日　
時　
11
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階

　
　
　
　
　
大
会
議
室

■
内　
容　
①
琴
の
演
奏

　
　
　
　
　
②
甲
州
弁
で
昔
語
り

　
　
　
　
　
③
ピ
ア
ノ
演
奏

　
　
　
　
　
④
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
演
奏

＊
子
ど
も
た
ち
の
参
加
自
由
な
合
唱
も
あ
り

　
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
☎
33
‐
２
２
３
７
（
中
村
）

こ
す
も
す
か
ん
ま
つ
り

第
13
回
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
＆
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
ど
な
た
で
も
楽
し
め
ま
す
！
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
11
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

■
場　
所　
塩
山
ふ
れ
あ
い
館

　
　
　
　
　
（
塩
山
小
屋
敷
１
８
５
４
）

■
内　
容

　
コ
ラ
ー
ジ
ュ
で
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
、
フ
ェ

文
化
財
課
11
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

◆
申
込
方
法

　
各
イ
ベ
ン
ト
と
も
前
日
ま
で
に
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
、
氏
名
・
住
所
・
性
別
・
生

年
月
日
・
電
話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
文
化
財
課

　
☎
32
‐
５
０
７
６

　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
２

栖
雲
寺
宝
物
風
入
れ
展
と

竜
門
峡
の
紅
葉
狩

　
天
目
山
栖
雲
寺
の
寺
宝
を
特
別
公
開
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
、

あ
わ
せ
て
竜
門
峡
の
秋
の
景
色
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
11
月
６
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
集
合
場
所　
甲
州
市
役
所　
大
和
支
所

■
宝
物
観
覧
料　
大
人
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
学
生
３
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
保
険
代
を
当
日
徴
収
）

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

塩
山
の
歴
史
的
風
致
散
策

　
甲
州
市
の
歴
史
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
歴
史
的
風
致
散
策
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
恵
林
寺
、
放
光
寺
な
ど
、
こ
ろ
柿

干
し
が
最
盛
期
を
迎
え
た
塩
山
松
里
地
区
を

ゆ
っ
く
り
と
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
11
月
20
日
（
金
）
県
民
の
日

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
集
合
場
所　
市
役
所
本
庁
舎　
駐
車
場

■
参
加
料　
無
料
（
保
険
代
を
当
日
徴
収
）

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

第
４
回
上
条
集
落
見
学
会

　
第
４
回
見
学
会
は
「
重
伝
建
地
区
・
上
条
」

の
集
落
を
一
望
で
き
る
地
点
へ
の
登
山
で
す
。

　
木
々
の
紅
葉
と
相
ま
っ
た
素
晴
ら
し
い
景
色

を
見
て
み
ま
せ
ん
か
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
11
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
集
合
場
所　
福
蔵
院　
駐
車
場

■
参
加
料　
無
料
（
保
険
代
を
当
日
徴
収
）

※
登
山
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
荒
天
の
場
合
、
見
学
会
は
中
止
し
ま
す
。

ル
ト
小
物
、
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
、
耳
ツ
ボ
ジ
ュ

エ
リ
ー
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
こ
す
も
す
館

　
☎
33
‐
２
４
８
７



暮
ら
し
の
情
報

平成 27 年 11 月
30

児
童
セ
ン
タ
ー
・
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
※
参
加
無
料

○
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
○

■
内　
容　
か
ら
だ
あ
そ
び

　
「
ゲ
ー
ム
あ
そ
び
を
し
よ
う
」～
簡
単
な
ル
ー

　
ル
の
あ
る
ゲ
ー
ム
で
体
を
動
か
し
ま
す
～

■
日　
時　
11
月
５
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
１
歳
以
上
の
子
と
親

■
持
ち
物　
上
履
き
（
必
要
な
方
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー　
☎
33
‐
７
８
０
０

○
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー
○

■
内　
容　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
な
が
ら
親
子
で
ゆ
っ
く
り

　
肌
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
も
う
」

■
日　
時　
11
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
１
歳
以
下
の
子
と
親

■
持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー　
☎
33
‐
７
９
０
０

○
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館
○

■
内　
容　
リ
ズ
ム
あ
そ
び

　
「
冬
の
歌
で
リ
ズ
ム
あ
そ
び
を
し
よ
う
」

　
～
身
近
な
冬
の
曲
に
合
わ
せ
て
歌
っ
た
り

　
踊
っ
た
り
し
ま
す
～

■
日　
時　
11
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

■
対　
象　
未
就
園
の
子
と
親

■
持
ち
物　
上
履
き
（
必
要
な
方
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館　
☎
44
‐
３
７
２
３

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員
の
募
集
に
つ
い
て

　
子
育
て
支
援
課
で
は
、
次
の
と
お
り
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
で
働
い
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
ま
す
。
子
ど
も
を
好
き
な
方
で
希
望

す
る
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
職　
種　

　
児
童
ク
ラ
ブ
保
育
指
導
員
（
小
学
生
対
象
）

■
募
集
要
件

　
子
ど
も
の
保
育
に
関
す
る
こ
と
に
興
味
が

あ
り
、
県
で
実
施
し
て
い
る
研
修
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
方
で
、
お
お
む
ね
50
歳
く
ら

い
ま
で
の
方
、
若
干
名
。

■
就
労
場
所

　
塩
山
・
勝
沼
地
区
の
各
児
童
ク
ラ
ブ

■
勤
務
時
間

　
平
日　
正
午
～
午
後
７
時
の
う
ち
６
時
間

　
土
曜
日
・
長
期
休
暇
中
等

　
午
前
８
時
～
午
後
７
時
の
う
ち
８
時
間

※
勤
務
時
間
は
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
よ
り
異

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
休
日
等　
日
曜
日
、
祝
祭
日
、
年
末
年
始

※
６
ヶ
月
勤
務
経
過
後
に
有
給
制
度
有
り

※
土
曜
日
勤
務
の
な
い
ク
ラ
ブ
有
り

■
そ
の
他

　
時
給
制
、
社
会
保
険
加
入
等
、
詳
細
に
お

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
８
１

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
主なプログラム
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
★親子遊び
　渡辺光美さんによる特別イベント
　午前１０時１０分ごろ～
★おもちゃ交換会
　使わなくなったおもちゃ・絵本・ＤＶＤ　など他

のおうちで再利用。
　おもちゃを持参してくれた方優先です。
★前髪カットコーナー
　美容師さんがお子さんの前髪をカットしてくれま

す。
★歯科検診＆フッ素塗布
　無料で歯のチェックやフッ素の塗布ができます。
★ママの健康コーナー
　ママたちの健康チェックのコーナーです。

★はらぺこ食育広場
　手ばかりごはん＆カレーがあります。
　※食器の持参をお願いします。（ふた付の容器や

お弁当箱が良いです）
★防災安全コーナー
　消防車・パトカーの試乗や消防士さんの服装をし

て記念撮影ができます。
★プチイベントコーナー
　午前１０時３０分～午前１１時１０分
★助産師さんとベビーマッサージ
　（定員２０組）
　※バスタオルをお持ちください。
　午前１１時１０分～午後２時
★相談・発育測定コーナー
　子育ての悩み相談や身長・体重の測定が出来ます。
◆お問い合わせ先
　子育て支援課　児童福祉担当　☎３２‐５０８１

みんな集まれ第１０回甲州こどもフェスタ
日　時　１１月６日（金）午前９時５０分〜午後２時
場　所　塩山ふれあい館（塩山体育館北側）

今年も、乳幼児とその保護者対象のイベントを開催します。
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　来年４月から、保育所・保育園・認定こども園に
入所を希望する（在園児の継続を含む）児童の申込
み受付を開始します。
　保育所（園）等は、保護者が仕事や病気などのた
め家庭で十分に保育できない児童を、一定の時間、
保護者に代わって保育する児童福祉施設ですので要
件に該当しない場合は入所できません。
★申込書配布期間および場所
　１０月２８日（水）～
　市内保育所（園）、認定こども園、子育て支援課

または各支所で配布いたします。
　また、甲州市ホームページからも申込書等がダウ

ンロードできます。（口座振替依頼書は除く）
★申込受付期間
　１１月２日（月）〜１１月３０日（月）
★申込受付窓口
　甲州市内の保育所（園）、認定こども園に入所を

希望する場合⇒入所希望の保育所（園）、認定こ
ども園へ申込書を提出してください。

　市外の保育所（園）などに入所を希望する場合⇒
子育て支援課へ申込書を提出してください。

　あらかじめ施設の所在する市町村の受付期間、受

入状況や入所要件および必要書類などを確認のう
え、申し込みを行ってください。

◆お問い合わせ先
　子育て支援課　保育所担当　☎３２ ‐ ５０８１
　甲州市内各保育所（園）、認定こども園

■公立保育所
施設名称 所在地 電話番号

松里保育所 塩山小屋敷１４０３番地 ３３‐４１３０
奥野田保育所 塩山熊野５９７番地 ３３‐４１３２
東雲保育所 勝沼町小佐手４１０番地 ４４‐０３９４
大和保育所 大和町初鹿野１６８５番地６ ４８‐２１５８

■私立保育園
施設名称 所在地 電話番号

塩山愛育園 塩山上於曽１２１７番地 ３３‐２０７２
みいづ保育園 塩山上井尻６９２番地１ ３３‐６８４２
千野保育園 塩山千野３６５３番地 ３３‐２６２４
泉保育園 塩山上塩後１０番地３ ３３‐３０１６
赤尾保育園 塩山赤尾７１３番地１ ３３‐２０６８
たんぽぽ保育園 塩山上於曽４４２番地５ ３３‐２４８７
勝沼保育園 勝沼町等々力１４５７番地１ ４４‐０４３０
岩崎保育園 勝沼町下岩崎１７３１番地３ ４４‐１５２４

■私立認定こども園
施設名称 所在地 電話番号

塩山カトリック幼稚園 塩山上於曽１３５１番地 ３３‐２７４８

平成２８年度　保育所（園）などの入所（新規・継続）申込受付を開始します

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

【
特
別
展
】

[

縄
文
人
と
動
物
た
ち]

　
縄
文
人
に
と
っ
て
動
物
た
ち
は
食
料
で
も
あ

り
信
仰
の
対
象
で
も
あ
り
、
大
切
な
存
在
で
し

た
。
釈
迦
堂
遺
跡
か
ら
も
様
々
な
動
物
に
関
わ

る
土
器
等
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
回

の
展
示
で
は
北
海
道
や
東
北
で
出
土
し
た
全
国

的
に
も
著
名
な
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
資

料
（
複
製
）
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

▼
開
催
期
間　
開
催
中
～
12
月
14
日
（
月
）

▼
会　
場　
企
画
展
示
室

【
特
別
展
関
連
講
演
会
】

■
日　
時

　
11
月
29
日
（
日
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

■
テ
ー
マ

　
「
縄
文
人
と
イ
ノ
シ
シ
の
関
わ
り
」

■
講　
師

　
新
津　
健 

氏
（
元
山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
所
長
）

【
山
城
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

in 

笛
吹
】

　
釈
迦
堂
周
辺
の
山
を
歩
き
、
中
世
の
山
城

を
散
策
し
な
が
ら
戦
国
時
代
に
思
い
を
馳
せ

ま
し
ょ
う
。
今
回
は
博
物
館
～
蜂
城
山
～
旭

山
烽
火
台
を
歩
き
ま
す
。

■
日　
時　
11
月
７
日
（
土
）
午
前
９
時
～

　
　
　
　
　
午
後
３
時
頃
（
雨
天
中
止
）

■
参
加
費　
５
０
０
円
（
保
険
料
＋
資
料
代
）

■
定　
員　
20
名
（
要
申
込
み
）

■
講　
師　
山
梨
県
考
古
学
協
会 

　
　
　
　
　
会
長　
田
代
孝　
氏

■
経　
路

　
博
物
館
～
旭
山
烽
火
台
～
も
も
の
里
温
泉

■
持
ち
物

　
昼
食
・
飲
み
物
・
雨
具
・
シ
ー
ト　
（
山
歩

き
で
す
の
で
、
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。）

【
開
館
記
念
日
イ
ベ
ン
ト
】
入
館
無
料

　

今
年
も
開
館
記
念
日
が
や
っ
て
き
ま
す
。

収
蔵
庫
の
特
別
公
開
お
よ
び
薄
茶
席
の
ふ
る

ま
い
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

■
開
催
日　
11
月
3
日
（
火
・
祝
）

■
内　
容　

　
薄
茶
席
ふ
る
ま
い　
午
前
10
時
～

　
（
先
着
１
０
０
名
様
。）

　
収
蔵
庫
特
別
公
開

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
し
ゃ
か
ど
う
縄
文
ま
つ
り
２
０
１
５
】

　
今
年
も
恒
例
の
し
ゃ
か
ど
う
縄
文
ま
つ
り

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
縄
文
ス
ー
プ
の
無
料

配
布
、
火
お
こ
し
・
狩
猟
体
験
・
石
皿
体
験

ほ
か
、
土
器
や
土
偶
の
野
焼
き
を
行
い
ま
す
。

■
開
催
日
時　
11
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
県
民
の
日
無
料
開
放
】

　
11
月
20
日
（
金
）
は
山
梨
県
民
の
日
の
た

め
入
館
無
料
と
な
り
ま
す
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

　
○
休
館
日　
火
曜
日

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生　
　
　
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生　
　
　
　
　
　
１
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
47
‐
３
３
３
３
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無
料
法
律
相
談

■
日　
時

　
11
月
16
日
（
月
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
２
会
議
室

■
対　
象

　
甲
州
市
民

■
定　
員

　
６
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※
こ
の
無
料
法
律
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で

す
。

※
11
月
５
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設
け

る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

無
料
消
費
生
活
相
談

　
市
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
多
重
債
務
な
ど
、

消
費
生
活
に
関
す
る
無
料
相
談
を
開
設
し
ま

す
。

■
日　
時　
11
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
の
部　
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
　
　
　
　
市
民
相
談
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

■
定　
員　
12
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30

分
以
内
）

■
内　
容

　
消
費
生
活
関
連
、
架
空
請
求
、
訪
問
販
売

等
に
関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、
サ
ラ
金
、

多
重
債
務
、
相
続
、
遺
言
、
労
働
契
約
、
社

会
保
険
に
関
す
る
相
談
な
ど

※
こ
の
無
料
消
費
生
活
相
談
は
、
完
全
予
約

　
制
で
す
。

※
11
月
５
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

　
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
相
談
す
る
事
項
を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書

　
類
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談

　
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
毎
月
開
催
し
て

い
ま
す
。
行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で
お

悩
み
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
日　
時　
11
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
　
　
　
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
対　
象　
甲
州
市
民

※
こ
ち
ら
の
相
談
会
は
予
約
不
要
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

勝
沼
地
域
行
政
相
談

　

行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
11
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場　
所　
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
２
階

　
　
　
　
　
会
議
室
Ａ

■
対　
象　
甲
州
市
民

※
こ
ち
ら
の
相
談
会
は
予
約
不
要
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談

■
日　
時　
11
月
30
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
２
階

　
　
　
　
　
第
２
会
議
室

■
対　
象　
市
内
在
住
者

■
定　
員　
６
名
（
相
談
者
１
人
に
つ
き
30

　
　
　
　
　
分
）

※
こ
の
無
料
法
律
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す
。

※
11
月
５
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

　
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
主
催　
山
梨
県
弁
護
士
会

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当　

　
☎
32
‐
５
０
６
８

も
の
忘
れ
相
談　

　
も
の
忘
れ
に
対
す
る
不
安
か
ら
、
も
の
忘

れ
の
あ
る
方
へ
の
対
応
方
法
ま
で
何
で
も
結

構
で
す
。

　
専
門
医
が
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
11
月
20
日
（
金
）
午
後
３
時
～

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
　
　
　
　
市
民
会
議
室
Ｂ

※
こ
の
相
談
は
、
無
料
・
完
全
予
約
制
で
す
。

※
11
月
18
日
（
水
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
毎
月
第
３
金
曜
日
に
も
の
忘
れ

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）　
☎
32
‐
５
６
０
０

介
護
者
の
会

『
四
つ
葉
の
会
』
例
会
の
お
知
ら
せ

■
日　
時　
11
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
　
　
　
　
第
１
会
議
室

■
内　
容

　
楽
し
く
体
操
を
し
な
が
ら
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

と
介
護
者
同
士
の
交
流
会

■
対　
象

　
会
員
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
介
護

に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方　

■
申
込
方
法

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
電
話
に

て
11
月
９
日
（
月
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　
参
加
に
あ
た
り
、
交
通
手
段
に
お
困
り
の

方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い　
　

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）

　
☎
32
‐
５
６
０
０
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障
害
者
生
活
支
援
相
談

時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

　
平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で
行

け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
す
べ
て
の
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
時
間
外
相
談
日
〕

■
日
時　

　
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
午
後
７
時
）

　
11
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

　
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
）

　
11
月
14
日
、
21
日
、
28
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

相
談
（
予
約
制
）

　
障
害
を
持
つ
人
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を
持

つ
人
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害
者
自
身

が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て
悩
み
を
聞
き
相
談

に
の
り
ま
す
。
１
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
視
覚　
石
原　
テ
ル　
氏

　
　
　
　
☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚　
遠
藤　
養
蔵　
氏

　
　
　
　
ＦＡＸ
33
‐
９
１
９
２

■
肢
体　
羽
村　
千
鶴　
氏
（
肢
体
）

　
　
　
　
☎
32
‐
１
２
２
４

　
　
　
　
中
村　
安
孝　
氏
（
脳
原
性
）

　
　
　
　
☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

　
　
　
　
田
中
美
津
江　
氏

　
　
　
　
☎
32
‐
３
１
２
０

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

※
相
談
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来
所
で

　
き
な
い
方
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

障
害
者
陶
芸
教
室

　
障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
陶
芸

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
は
じ
め
て
の
方
で
も

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
11
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～

■
場　
所　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

■
定　
員　
15
名
程
度

■
参
加
費　
材
料
費　
１
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

「
こ
こ
ろ
の
専
門
相
談
」
の
お
知
ら
せ

　
心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご
家

族
の
相
談
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
ま
す
。

来
所
で
き
な
い
場
合
は
ご
自
宅
等
へ
の
訪
問

も
可
能
で
す
の
で
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
※
こ
の
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す

〔
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
〕

■
日　
時　
11
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
締
切
日　
11
月
11
日
（
水
）
ま
で

〔
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
〕

■
日　
時

　
毎
月
第
１･

第
３
火
曜
日
の
午
前
中

■
申
し
込
み　
随
時

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
方
や
依
頼
を

し
た
い
方
な
ど
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
開
設
日
に
限
り
電
話
で
の
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
11
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

■
場　
所　

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
所
（
市

　
甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

　
気
づ
き
合
お
う
あ
な
た
と
私
の
未あ

し
た来

の
た
め
に

©
段
丹
映
子
・「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
刊

ヘンなカンジ

　
役
所
地
下
１
階
）
☎
０
５
０
‐
８
０
０
２

　
‐
５
１
２
２
（
開
設
日
の
み
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

第
20
回
山
梨
県
失
語
症
者
の
つ
ど
い

記
念
大
会

　
声
出
そ
う
！
励
ま
し
あ
っ
て
20
年　
つ
な

げ
よ
う
！
仲
間
の
和

■
日　
時　
11
月
28
日
（
土
）　

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場　
所　
レ
ス
ト
ラ
ン
シ
ャ
ン
モ
リ

　
　
　
　
　
（
勝
沼
町
下
岩
崎
１
４
５
３
）

■
内　
容　
友
の
会
発
表
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
な
ど

■
会　
費　
１
０
０
０
円
（
食
事
代
込
み
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
失
語
症
者
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

　
☎
０
５
５
４
‐
４
３
‐
５
０
４
０
（
渡
辺
）
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有
料
広
告

日下部警察署・各種防犯団体

下校時間帯に
子どもの見守り活動を

みんなでつくろう安全・安心のまち

早めのライト点灯を

ドライバーの皆さん、夕暮れ時に歩行者や車の発見が
遅れてヒヤリとした経験はありませんか？
夕暮れ時は、人・車ともお互いが見えにくくなり、発
見の遅れが重大な交通事故に繋がることもあります。

１１月中の
「早めのライト点灯」
の目安は
午後４時です。

自転車・歩行者の皆さんも
○明るい色の服装を
　　　　　　身につける
○反射材を活用する
と効果的です。

不動産無料相談
■日　時　11月19日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合）
　　　　　☎３３‐２９０１
◆申し込み・お問い合わせ先
　　　（社）山梨県宅地建物取引業協会　相談室
　　　　　☎０５５‐２４３‐４３０４

市の人口 ※平成 27年 10月 1日現在
（　　）内前月比

	 人口	 33,346人	 （－ 43人）
	 男	 16,128人	 （－ 10人）
	 女	 17,218人	 （－ 33人）
	 世帯	 13,254世帯	（± 0世帯）被害者支援活動等広報月間

　警察では、各種相談窓口を設置し、市民からの
相談に応じています。特に、不幸にして犯罪被害
に遭われた方、その家族からの相談窓口や被害者
支援活動の内容等及び被害者の経済的負担を軽減
する犯罪被害者給付制度について広く市民の皆様
に知っていただくために、１１月中を

「被害者支援活動等に関する広報月間」
と定め、各種広報活動に積極的に取り組んでいま
す。

警察等における犯罪被害者等のための
相談窓口
◆山梨県犯罪被害者等総合支援窓口
　☎０５５‐２２３‐４１８０
　（平日 ８：３０～１７：１５）

◆山梨県警察総合相談室
　☎０５５‐２３３‐９１１０
　（＃９１１０〈プッシュ回線〉）

◆性犯罪相談
　☎０５５‐２２４‐５１１０
　（ＦＡＸ兼用）
　（平日 ８：３０～１７：００、ＦＡＸは２４時間）

◆児童・青少年相談
　☎０５５‐２３５‐４４４４
　（ＦＡＸ兼用）
　（平日 ８：３０～１７：００、ＦＡＸは２４時間）

◆日下部警察署「警察安全相談所」
　☎０５５３‐２２‐０１１０

◆被害者支援センターやまなし電話相談
　☎０５５‐２

フジは
２８‐８

ハローニコニコ
６２２

　（平日 １０：００～１６：００）
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◆知的書評合戦
　ビブリオバトル IN 塩山⑦
☆日時　１１月１４日（土）
　　　　午後５時３０分～午後６時３０分
☆会場　塩山図書館カウンター前
☆内容　「人を通して本を知る 本を通して人を知

る」を合言葉に全国で行われている書評
バトルです。当日の観戦は自由参加で
す。お気軽に観戦に来てみてください。

《甲州市勢が各地のビブリオバトルで大活躍！》
　紹介された本は塩山図書館に展示中！

★全国大会 IN 生駒　決勝戦にて
市内塩山在住の有川さ
ん紹介図書。
『ヘンな論文』
サンキュータツオ /著
KADOKAWA

★山梨県大会一般の部
チャンプ本。市内勝沼在住、
辻さん紹介図書。
『きみはいい子』
中脇初枝 /著　ポプラ社

★お問い合わせ先★
　勝沼図書館	 ☎４４‐３７４６
　塩山図書館	 ☎３２‐１５０５
　大和図書館	 ☎４８‐２９２１
　甘草屋敷子ども図書館	 ☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib -koshu.jp/

◆甘草屋敷子ども図書館第４６回企画展「うしろにいるのだあれ」原画展
☆会期　１１月３日（火）～１２月２６日（土）
☆会場　甘草屋敷子ども図書館
　「うしろにいるの　だあ
れ？」子ども達とあてっこ
しながら一緒に楽しめる♪
人気シリーズ１作目の原画
展です！

『うしろにいるのだあれ』
ａｃｃ o ｔｏｔｏ／作
幻冬舎

勝沼図書館　ぶどうとワインの資料展 2015
　１１月２９日（日）まで開催中！

『勝沼の酒 ( ワイン ) で乾杯！　
〜甲州ぶどうのことワインのこと　もっと知ってもっと好きになる〜』

「ぶどう・ワイン
から、地元の魅力
を再発見！」

♪ａｃｃｏｔｏｔｏのミニお話会
☆日時　１１月２１日（土）　午前１１時～
☆会場　甘草屋敷子ども図書館
　作者のａｃｃ o ｔｏｔｏ（ふくだとしお＋あ
きこ）さんによる赤ちゃんから一緒に楽しめる
ミニおはなし会♪
　終了後、サイン会を予定しています。
　　　　　　参加のお申し込み塩山図書館まで。

◆勝沼図書館
　　カムカムフェスタ 2015
☆日時　１１月１日 ( 日 )
　　　　午前１０時３０分～午後４時３０分
☆会場　勝沼図書館

《午前の部》
★図書館ボランティア・ティンカーベルの
　　　　　　　　　　　　　　　おはなし会
★フルート×司書　コラボおはなし会
　　　　　　　　　　　　『お姫様の大集合』
★音音（ねね）によるフルートアンサンブル
　　　　　　　　　　　　　　　ミニ演奏会

《午後の部》
★さわこさん×カムカムクラブ
　『ＮＥＷうらしまたろう』
★超カンタン　さわこさんの工作教室
★カムカムクラブ『ビックアニマシオン』
◆当日本を借りると、三角くじをひくことが
　できます！



◆お申し込み・お問合せ
　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　TEL32-5063
　ホームページアドレス http://www.city.koshu.yamanashi.jp
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〒 404-8501　山梨県甲州市塩山上於曽 1085 番地 1　☎ 0553-32-2111　FAX 0553-32-1818

宮
みやがわ

川	七
ななみ

海ちゃん（７歳）
涼
りょうか

花ちゃん（３歳）・英
えい

治
じ

郎
ろう

くん（１歳）

これからも一杯遊んで色んな事を
学び、少しずつ大きく成長して
いってください。
父・鉄矢さん、母・彩さん

（千野）

元気で優しい子になってね

父・賢一さん、母・早紀さん
（勝沼）

「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。
ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。

村
むら

田
た

	隼
はや

人
と

くん（１０ヶ月） 北
ほうじょう

條	賢
けん

都
と

くん（１歳）

わが家のスター

いつも元気いっぱい！その笑顔に
癒されっぱなしです。これからも
元気にすくすく育ってね！
父・知史さん、母・桃子さん

（下柚木）


